
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

エコール・デ・シャルトの業績

F・ジュオン・デ・ロングレ

森, 洋

https://doi.org/10.15017/2244068

出版情報：史淵. 99, pp.1-37, 1968-01-31. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



ニ巳

コ

} lノ

・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績

（

F
W
O間
口
〈
同
開
口
何
回
、
w
何
n
C
F開
口
開
印
ハ
U
E
K
F
問
、
吋
開

ω）

F 

・
ジ
ュ
オ
ン
・
4

ア
・

ロ
ン
グ
レ

森

洋

訳

エ
コ
ー
ル
・
デ
・

γ
ャ
ル
ト
は
、
フ
一
フ
シ
ス
文
明
の
最
も
重
要
な
側
面
の
一
つ
を
構
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
ま
ね
く
評

価
さ
れ
て
い
る
そ
の
諸
方
法
（

g
公
宮
常
的
）
や
、
そ
の
技
術
の
独
創
性
ゃ
、
そ
の
百
四
十
五
年
間
の
存
続
と
い
う
威
信
に
み
ち
た
過
去
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
前
途
に
ひ
ろ
く
拓
か
れ
た
未
来
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
我
々
は
し
ば
し
ば
、
日
本
の
識
者
が
、
エ
コ
ー
ル

・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
よ
っ
て
立
つ
諸
原
則
ゃ
、
そ
れ
ら
諸
原
則
が
強
い
る
と
こ
ろ
に
敢
え
て
従
う
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
、
非
常
な
諸
利
益

認

識

を

も

た

れ

る

よ

う

に

と

願

っ

て

来

た

。

我

々

は

、

で

あ

る

一

学

校

の

諸

方

法

に
つ
い
て
、

我
々
に
と
っ
て
は
母
校
（
曲
目

g
m
s
m
g円）

を
、
日
本
滞
在
中
に
、
日
本
の
大
学
人
層
の
間
で
、
ひ
ろ
く
知
っ
て
頂
く
機
会
が
こ
れ
以
上
な
い
こ
と
を
二
再
な
ら
ず
悔
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

エコ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
高
度
に
専
同
化
さ
れ
た
学
術
施
設
で
あ
る
と
い
う
定
評
を
獲
得
し
て
き
た
が
、
そ
の
名
は
多
く
の
人
々
に

と
っ
て
、
多
少
神
秘
的
な
、
理
解
し
が
た
い
も
の
に
さ
え
見
え
る
。
事
実

H
2
Q
5
2巾印、

日
本
語
で
い
う
文
書
と
は
、

単
に
過
去
の
法
律

こ
の
学
術
教
育
機
関
は
、

文
書
官
n
Z白
）
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も

A
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト

V
と
自
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

歴
史
を
も
っ
ぱ
ら
第
一
次
諸
史
料
の
発
見
・
分
類
・
解
読
・
理
解
・
解
釈
に
、
要
す
る
に
、
も
っ
と
も
確
実
な
歴
史
的
素
材
の
操
作
の
上
に
の

み
う
ち
立
て
よ
う
と
す
る
章
固
な
意
向
を
、
極
め
て
端
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
歴

史
を
、
次
に
そ
の
諸
方
法
と
業
績
と
を
、
相
つ
い
で
諸
君
に
語
り
た
い
と
思
う
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
二
つ
の
も
の
は
、
根
本
に
お
い
て
は
一
つ

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
〉
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の
も
の
を
形
成
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

現
さ
れ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
如
何
に
そ
の
方
法
が
姿
を
明
ら
か
に
し
た
か
を
想
起
す
る
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
歴
史
と
は
、
要
す
る
に
、
少
し
ず
つ
そ
の
業
績
が
実

（

1
）
 

訳

者

註

開

B
Z
Z州
E
O
B
r
a
o

由。E
ユ2
・
強
い
て
訳
せ
ば
国
立
古
文
書

学
校
で
あ
る
。
乙
の
論
的
そ
の
も
の
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
こ

の
訳
は
必
ず
し
も
そ
の
姿
を
適
確
に
は
と
ら
え
て
い
な
い
。
従
っ
て

以
下
「
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
」
と
記
す
。

§1 

歴

史

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
一
八
二
一
年
に
創
立
さ
れ
た
頃
に
は
、
歴
史
家
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
文
献
史
料
を
検
討
す
る
配
慮
を
す
る
こ

と
な
し
に
、
ひ
た
す
ら
諸
事
実
に
つ
い
て
、
耳
ざ
わ
り
の
よ
い
物
語
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
彼
ら
は
過
去
の
人
物
や
事
物
に
つ
い

て
、
先
入
主
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
ら
の
空
想
、
彼
ら
の
必
要
、
彼
ら
の
、
時
の
政
府
へ
の
迎
合
の
お
も
む
く
が
ま
ま
に
、
彼

ら
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
変
え
て
い
っ
た
諸
理
念
で
あ
る
。
彼
ら
は
政
治
理
論
を
樹
立
し
、
又
は
正
当
化
す
る
こ
と
以
外
は
念
頭
に
な
く
、
あ
る
も
の

は
年
代
記
の
中
か
ら
、
（
何
ら
の
予
備
的
批
判
も
な
し
に
）
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
最
も
注
目
に
価
い
す
る
よ
う
に
見
え
る
諸
事
件
を
く
み
と
り
、

あ
る
も
の
は
、
彼
ら
の
主
張
を
支
持
す
る
に
適
当
な
事
実
の
み
を
と
り
あ
げ
た
。
歴
史
の
こ
う
し
た
概
念
が
、
過
度
の
発
展
を
と
げ
た
の
は
、

正
に
十
八
世
紀
中
の
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
と
は
、
哲
学
又
は
政
治
に
依
存
す
る
、
文
学
の
一
分
野
以
上
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
真
理
そ
れ

自
体
の
た
め
の
真
理
の
探
究
は
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
概
念
の
結
果
と
し
て
生
れ
た
歴
史
的
詩
業
績
に
と
っ
て
遺
憾
な
こ
と
は
、
正
し
く
こ
の
点
で
あ
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
た

ち
ま
ち
時
代
に
と
り
の
こ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
、
そ
の
世
代
全
体
の
精
神
形
成
に
と
っ
て
、
よ
り
一
層
遺
憾
な
も
の
で
あ

っ
た
。
過
去
の
諸
事
実
の
真
実
性
の
探
究
は
、
理
論
的
確
信
（

n
8
1
2
Zロ
E
2
0ロ
ロ
常
）
、
乃
至
は
、
そ
れ
自
体
が
力
で
あ
る
一
種
の
信
仰

と
も
言
っ
て
よ
い
も
の
を
誼
き
起
す
。
そ
れ
と
は
正
反
対
に
、
党
派
的
な
、
乃
至
は
便
宜
主
義
的
な
歴
史
家
が
、
歴
史
的
諸
事
実
と
は
彼
が
自



由
に
処
理
出
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
実
そ
れ
自
体
で
は
な
い
と
い
う
、
誤
っ
た
観
念
を
抱
く
そ
の
日
か
ら
、
彼
は
、
も
は
や
彼
の
偶
像
を
信

じ
て
い
な
い
、
悪
し
き
僧
侶
の
心
墳
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
忠
惜
な
く
言
え
ば
、
現
在
の
政
治
的
諸
事
実
を
、
か
つ
て
の
そ
れ
と
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
に
む
か
つ
て
望
む
こ
と
の
保
証
と
忠
わ
れ
る
も
の
を
、
過
去
の
な
か
か
ら
選
択
す
る
と
い
う
危
険

さ
え
犯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
危
険
を
と
も
な
う
演
緯
か
ら
不
確
実
な
帰
納
へ
と
い
う
順
序
を
ふ
ん
で
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
似
而
非
な

る
歴
史
的
著
述
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
未
来
に
よ
っ
て
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
し
さ
れ
る
こ
と
よ
り
は
、
誤
り
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
何
と
な
れ
ば
、
何
故
か
は
知
ら
ぬ
が
、
そ
れ
ら
は
人
を
し
て
未
来
を
予
見
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
、

と
ら
え
が
た
い
も
の
を
挿
入
し
よ
う
と
試
み
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
之
し
い
歴
史
的
養
分
に
、
誤
っ
て
満
足
し
て
い
る
教
養
の

あ
る
一
般
人
に
と
っ
て
、
確
実
な
危
険
が
存
在
し
て
い
る
。
盲
目
的
な
信
頼
の
危
険
で
あ
り
、
こ
う
し
た
信
頼
が
、
次
に
は
同
様
に
誇
張
さ
れ

た
懐
疑
論
に
席
を
ゆ
ず
る
こ
と
は
避
け
難
い
。
相
矛
盾
し
た
歴
史
著
述
を
読
む
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
、
引
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
諸

事
実
の
価
値
を
、
自
分
一
人
で
は
か
り
得
る
よ
う
な
状
態
に
は
な
い
。
彼
ら
は
、
す
べ
て
は
偶
然
あ
る
い
は
予
知
し
得
ぬ
も
の
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
最
も
賢
明
な
諸
制
度
は
状
況
の
結
果
で
あ
る
こ
と
、
最
も
狂
気
じ
み
た
諸
制
度
が
成
功
し
得
る
こ
と
、
す
べ
て
の
諸
制
度
は
同

等
に
良
い
こ
と
、
又
従
っ
て
、
人
が
何
を
な
そ
う
と
、
そ
の
結
果
は
結
局
同
じ
で
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
、
何
を
試
み
て
も
無
益
で
あ
る
（
乃

至
は
、
彼
の
精
神
状
態
に
よ
っ
て
は
、
万
事
や
り
た
い
放
題
に
や
れ
る
）
こ
と
を
信
ず
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
一
国
民
に
と
っ
て
は
、
本

質
的
に
無
気
力
に
む
か
う
精
神
の
様
相
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
健
全
な
理
性
は
、
全
力
を
あ
げ
て
抗
戦
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

江
戸
H

門同叩白
A
H
2
M
M｝

grw－ロ印巾一）

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
全
教
義
が
よ
っ
て
立
つ
ニ
原
則
、
綿
密
な
正
確
さ
（
望
小
巳
白
山
O
ロ

B
Z
E
W
E巾
）
と
級
密
な
確
実
さ
〈

Rmn・

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
に
す
で
に
、

と
は
、

幾
人
か
の
碩
学
に
と
っ
て
唯
一
の
救
済
策
と
見
ら
れ
た
。

彼
ら
の
頂
点

に
は
サ
シ
・
モ

l
ル
（

ω巴
ロ
ず
冨
ω号
）
会
の
ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
派
修
道
士
た
ち
が
位
置
し
、
そ
の
歴
史
学
研
究
の
中
心
は
、

ジ
・
デ
・
プ
レ
修
道
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
革
命
は
、
諸
修
道
会
を
四
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
荒
廃
を
招
来
す
る
こ
と

サ
シ
・
ジ
ェ
ル
マ

に
な
る
。

文
書
局
（
の
与
吉
立
円
四

g
n
v
m
z
g）
の
荒
廃
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
は
王
政
府
の
イ
一
一
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
公
的
施
設
で
は
あ

エコ
l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）
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コ
ー
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業
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四

る
が
、

そ
の
協
力
者
の
大
部
分
は
、

の
図
書
室
か
ら
根
こ
そ
ぎ
持
ち
出
さ
れ
た
手
写
本
は
、

ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
派
修
道
士
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

分
類
も
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
、

歴
史
的
素
材
は
近
寄
り
難
い
も
の
と
な
っ
た
。
教
会

仮
設
倉
庫
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

他
方
旧
フ
ラ
シ
ス

の
文
書
類
そ
れ
ら
が
た
ま
た
ま
あ
っ
た
諸
行
政
官
庁
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
「
デ
ィ
プ
ロ
マ

l
グ」

（
巴
1
0
5
E
S
第
一
巻
が
出
た
年
で
あ
る
一
七
九
一
（
恥
か
ら
、
学
士
院
（
F
Aロ
丘
訂
正
）
が
「
フ
ラ
シ
ス
歴
史
家
集
成
」
（
同

2
5口
己

g

回
目
的
件
。
ュ

g臼
号

E
F
8
2）
の
第
十
四
巻
を
出
版
し
た
一
八

O
六
何
に
い
た
る
ま
で
の
十
五
年
間
、
我
が
国
で
は
如
何
な
る
歴
史
学
的
研

（〉

R
E
4
2）
t主

究
業
績
も
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
学
研
究
の
放
棄
、
そ
の
跡
か
た
も
な
い
消
滅
の
切
迫
は
、
何
人
か
の
識
者
の
心
を
打
っ
た
。

切
H
－

U
H）
が
、
サ
シ
・
モ

l
ル
の
ベ
、
不
デ
ィ
グ
ト
会
修
道
士
の
精
神
を
伝
え
た
学
士
院
で
は
ダ
シ
エ
（
ロ
宮
山
市
円
）
が
、
一
八

O
八
年
の
一
報

告
で
皇
帝
に
、
「
フ
ラ
シ
ス
が
、
そ
こ
で
か
つ
て
は
き
わ
立
っ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
ま
っ
た
く
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
る
こ
の
研
究

分
野
を
、
力
強
い
配
慮
に
よ
っ
て
、
蘇
え
ら
せ
る
こ
と
」
を
要
求
し
た
。
事
実
、
革
命
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
諸
公
共
教
育
施
設
や
、
皇
帝
創

プ
リ
ア
ル
師

（ロ

0
5

立
大
学
は
、
歴
史
学
や
そ
の
補
助
学
に
、
充
分
な
場
所
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
0
3

ナ
ポ
レ
オ
シ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
他
の
多
く

の
点
に
お
け
る
と
同
様
に
、
雄
大
な
プ
ラ
シ
を
立
て
た
。
彼
は
三
十
講
座
の
学
校
を
欲
し
、
そ
こ
で
は
実
に
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
人

々
に
関
す
る
歴
史
、
ギ
リ
シ
ア
史
、

戸、
l
マ
史
、

フ
ラ
シ
ス
中
〈
、

ヨ

l
ロ
て
ハ
史
等
、
全
歴
史
が
教
え
ら
れ
る
筈
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ

太
シ
が
夢
想
し
た
教
育
は
、
仮
に
実
現
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
人
々
の
精
神
を
文
献
史
料
の
研
究
に
立
戻
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
者
の
養

成
に
寄
与
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
こ
の
教
育
は
、
歴
史
学
を
し
て
、
十
八
世
紀
の
哲
学
的
歴
史
家
の
旧
套
の
う
ち
に
沈
滞

せ
し
め
、
且
歴
史
的
真
理
を
し
て
次
第
に
哲
学
的
政
治
的
概
念
の
裡
に
姿
を
没
せ
し
め
て
、
結
局
口
舌
緩
説
の
素
材
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く

す
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
も
歴
史
学
が
、
文
献
史
料
と
の
接
触
に
よ
っ
て
鍛
え
な
お
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
歴
史
学
は
た
ち
ま
ち
枯
渇
し
、

且
形
を
失
な
う
。
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
こ
で
人
が
歴
史
を
書
く
こ
と
を
学
ぶ
学
校
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
数
世
紀
聞
に
得
ら
れ

た
諸
結
果
を
説
く
学
校
で
は
な
く
、
歴
史
家
た
ち
を
、
こ
れ
ら
の
諸
結
果
を
確
証
し
、
修
正
し
、
完
成
し
、
且
既
刊
史
料
に
新
た
な
る
そ
れ
を



追
加
し
得
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
学
校
で
あ
る
。

Dh山円山口門田
O
）
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
こ
の
積
の
学
校
の
設
立
を
熱
望

彼
は
彼
の
素
描
を
熟
さ
せ
て
、
一
八
二

O
年
に
、
歴
史
学
研
究
の
学
校
の
プ
ラ
シ
を
、

彼
の
友
人
で
あ
る
内
務
大
臣
ヨ
シ
ト
・
シ
メ
オ
シ
（
の
。
自
件
。
巴
包
含
ロ
）
に
提
出
し
た
。
そ
の
学
校
の
主
た
る
特
徴
は
、
王
国
文
書
館
（
〉
？

n
F
2
2
向
山
口
同
。
対
日
同
自
作
）
に
付
設
さ
れ
る
こ
と
、
銘
文
文
芸
学
士
院
（
〉

g忠
B
w
r印
H
E
Rぜ
昨
日
。
ロ
臼
立
国
巾
ロ

2
・F
巾
拝
見
臼
）
の
指
導

皇
帝
の
一
官
更
で
あ
る
パ
ロ

γ
・
ド
・
ジ
ェ
ラ
ジ
ド

（凶釦円。ロ円山巾

し
て
い
た
。
王
政
復
古
（
同

g
g己目片山
O
D
）
下
に
、

下
に
置
か
れ
る
こ
と
、
及
び
定
員
十
二
名
以
上
の
学
生
を
採
用
せ
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

ロ
何
百
日
同
O
吋
乱
開
）
は
、
一
八
一
二
年
二
月
二
十
二
日
付
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
も
し
急
い
で
こ
れ
に
救
済
策
が
講
ぜ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、

エコ

i
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
制
定
の
王
令

と
れ
に
付
随
す
る
報
告
書
に
は
、
「
祖
国
の
歴
史
」
が
消
滅

歴
史
学
は
不
可
欠
な
協
力
者
の
層

（

O
コ凶O
ロ・

を
失
な
ラ
で
あ
ろ
う
。

即
ち
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

我
々
の
祖
先
が
我
々
に
残
し
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
文
献
史
料
の
、

永
い
実
地
の
努
力
と
忍
耐
と
に
よ
っ
て
、

我
々
の
手
写
本
に
関
す
る
知
識
を
得
、
我
々
の

か
く
も
多
蚊
に
わ
た
る
筆
跡
に
な
じ
み
、

又

古
記
録
や
我
々
の
文
書
の
、

中
世
の
す
べ
て
の
方
言
を
融
訳
し
得
る
。
我
々
の
古
文
書
と
手
写
本
と
の
知
識
を
教
え
こ
ま
れ
た
者
は
、
古
い
時
代
と
の
仲
介
者
と
し
て
の
役

割
を
は
た
し
、
且
数
世
紀
に
わ
た
る
荒
廃
を
ま
ぬ
か
れ
た
資
料
を
、
歴
史
家
の
利
用
に
ゆ
だ
ね
る
。
」

教
授
は
、
こ
の
精
神
で
選
ば
れ
た
。
ベ
リ
ゴ
ー
ル
出
身
の
碩
学
で
、
王
立
図
書
館
（
切
忌
ロ
2
E
C
g巾
回
。
百
戸
巾
〉
の
手
写
本
の
管
理
に
あ
た
っ

て
い
た
ア
ベ
・
レ
ス
ピ

i
ヌ
（
同
長
宰
ふ

F
2
1ロ
巾
）
と
、
壬
国
文
書
館
の
歴
史
部
長
（
内
宮
崎
骨

U
F
E
oロ
F
U
g門
戸
宮
内
問
員
〉
2
v
r

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
初
代
ニ

〈
巾
臼
含
回
。
百
戸
HE巾
）
に
な
っ
て
い
た
も
と
パ
リ
司
教
座
聖
堂
付
参
事
会
文
書
館
長
（
の
奇
骨
骨
臼
〉

R
E
2臼
E
n
z’
E
H
B
n忠
広
・

向日
E－H
仏
角
川
司
自
・
目
的
）
と
で
あ
る
。

私
は
諸
君
に
、

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
「
祖
国
の
歴
史
」
を
救
う
た
め
に
創
立
さ
れ
た
こ
之
を
力
説

し
た
。
事
実
、
と
の
瞬
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
民
的
歴
史
諸
学
派
が
伍
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は

「
神
聖
ナ
ル
祖
国
愛
ハ
勇

気
ヲ
与
エ
ル
」

3
8♀
g
m
5
2
M
M
m丹
江
宮
内
ぽ
仲
間
巴
自
己

g
）

の
q
g
m
E
S
E
E
R
W
m）
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
。

ゲ
ル
マ
シ
歴
史
記
念
物
集
成

エ
コ
ー
ル
二
ア
・
シ
ャ
ル
ト
は
後
ま
で
、
深
く
こ
の
精
神
を
刻
み
こ
ま
れ
た
ま
ま
で

と
い
う
標
語
を
も
っ
て
、

（冨。

E
g
g
g

エコ
i
hで
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
績
（
森
）

五



エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
卜
の
業
績
（
森
）

ム
ノ、

い
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
そ
の
業
績
は
、
学
聞
に
祖
国
は
な
い
と
か
、
又
歴
史
学
的
批
判
は
、
国
民
的
栄
光
を
破
壊
す
る
方
向
に
し
か
む
か
わ
な

い
と
（
勿
論
誤
っ
て
）
主
張
す
る
人
々
に
対
す
る
、
最
善
の
答
え
で
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
創
立
は
、
さ
し
あ
た
り
大
反
響
を
呼
び
お
こ
き
な
か
っ
た
。
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
（
∞
骨
mw
口
問
巾
円
〉
は
シ
ヤ
ジ
ジ

シ
を
作
り
、
シ
ャ
ル
テ
ィ
ス

H
｝（の

vm耳目的
R
P
当
時
は

0
5ユ
門
戸
市
吋
臼
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
は
研
究
を
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら

最
初
の
数
年
間
は
、
真
実
困
苦
に
み
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
エ
コ

l
ル
を
準
え
よ
う
と
す
る
若
者
た
ち
の
剰
用
法
は
見
当
も
つ
い
て
い
な
か

っ
た
し
、
彼
ら
に
は
如
何
な
る
就
職
も
準
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
あ
る
大
臣
は
、

講
義
を
公
開
に
す
る
と
い
う
、
遺
憾
な
考
え
を

お
こ
し
た
の
で
、

聴
衆
を
引
つ
け
る
ど
こ
ろ
か
、

最
後
に
残
っ
た
聴
講
者
ま
で
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル

ト
は
、
銘
文
文
芸
学
土
院
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
。
学
士
院
は
、
当
時
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
コ
シ
ト
・
ド
こ
フ
・
プ
ル
ド
ネ
ィ

E
∞
oc己
。
ロ
ロ
身
内
）
か
ら
、
一
八
二
九
年
十
一
月
十
一
日
の
王
令
を
獲
得
し
た
。

（の。
B
H巾円山町

こ
の
王
令
は
、
在
学
年
限
（
日
巾

qn同
町
内
凶
巾
印
公
昆
巾
臼
）

を
コ
一
学
年
に
定
め
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
学
生
に
、
少
々
の
給
与
を
与
え
る
こ
と
と
し
、
且
彼
ら
が
卒
業
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
場
合
に
は
、

ア
ル
シ
グ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ
l
フ
（

K
F
3
z
i
E巾
司
巳
宮
内

E
旬
開
拓
）
の
学
位
記
を
授
与
す
る
こ
と
を
、
彼
ら
に
保
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ル
シ
ヴ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ

l
フ
に
は
、
王
国
文
書
館
と
諸
公
共
図
書
館
主
に
、
将
来
空
席
が
出
来
た
場
合
の
採
用
人
員
の
半

数
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
高
度
に
技
術
的
な
学
校
と
し
て
再
認
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
講
義
は
学
生
た
ち
に
の
み
行
な
わ
れ
た
の
で

は
な
く
、
教
授
た
ち
は
、
そ
の
資
格
が
あ
る
人
物
で
、
歴
史
学
研
究
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
欲
す
る
も
の
を
、
す
べ
て
聴
講
生
と
し
て
認
め
る

こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
我
ら
の
エ
コ
ー
ル
の
独
自
の
性
格
の
｝
つ
で
あ
り
、
他
の
特
殊
学
校
の
大
多
数
と
区
別
さ
れ
る

所
以
で
あ
る
。
同
じ
く
一
八
二
九
年
十
一
月
十
一
日
の
こ
の
主
令
に
も
と
づ
き
、
主
立
印
刷
所
（
回
目
也
ユ
5
2
W
5
3戸
市
）
は
、
「
エ
コ
ー
ル

ピ
プ
リ
オ
テ
i
ク

－
J

ア
・
シ
ャ
ル
ト
叢
書
」
（
回
目

E
F
O
F
2
5
骨

＝

w
g
z
ι
g
n
v
R丹
市
白
）
と
題
さ
れ
る
集
成
（
同

2
5
5
を
、
毎
年
刊
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
学
生
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
且
解
読
さ
れ
た
文
献
史
料
を
活
字
に
す
る
た
め
で
お
る
。
こ
の
雑
誌
は
、

ヤ
ル
ト
同
窓
会

3
2広
忠
骨
臼
自
己

g臼
舎
か
〈
巾
白
骨

2
N
g
r
ι
g
c
E
1
2）

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ

の
お
か
げ
で
、

今
日
に
い
た
る
ま
で
そ
の
存
在
を
統



け
て
来
た
。

エ
コ
ー
ル
は
、
常
任
書
記
（

ω
R芯
仲
間
町
内

3
G岳
民
巾
同
）
及
び
銘
文
文
芸
学
士
院
会
員
二
名
、
王
立
図
書
館
の
司
書
（

C
S印
2
・

（の

R
号

の

ghr巳
円

H
2
K
F
R
r
z
g）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
評
議
会
（
円
。
ロ
臼
江
戸
）
に
よ
っ
て
指
導
さ

（市

R
r
g
L
V）
が
卓
越
し
た
役
割
を
は
た
し
た
評
議
会
は
、
一
八
三

O
年
二
月
四
日
の
法
令
（
〉
で

4
m
H
O
R白
）
二
名
、
文
書
館
総
長

れ
た
。
こ
の
、
学
士
会
員
パ
ル
デ
ヲ
シ
ユ

円
。
拡
）
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
そ
の
組
成
の
主
要
特
徴
の
す
べ
て
を
、
我
が
旧
フ
ラ
ン
ス
壬
政

に
負
う
も
の
で
あ
り
、
且
王
政
復
古
政
府
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
重
要
改
革
の
証
人
と
し
て
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
一
八
三

O
年
以
後
は
、
教
養
あ
る
大
衆
が
再
生
し
た
歴
史
学
研
究
に
共
感
を
覚
え
始
め
た
と
い
う
好
機
を
、
政
策
が
助
長
し
た
。
当
時

文
部
省
は
、
大
歴
史
家
ギ
ゾ
l
（
の
巳
N
0
3

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
、
文
書
館
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
四
十
年
来
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た

文
献
史
料
を
引
き
出
す
能
力
の
あ
る
碩
学
を
養
成
す
る
と
之
を
目
的
と
す
る
学
校
の
諸
利
点
を
、
充
分
に
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
三

四
年
以
来
、
彼
の
イ
zuγ

ア
テ
ィ
ヴ
の
下
に
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
は
、
王
立
図
書
館
の
目
録
。
ロ

2
E
m町
巾
）
と
、
そ
れ
ま
で
混
乱
の
極
に
放
置

さ
れ
て
い
た
県
文
書
館
（
〉

2
F
Z
Z
忠
H
V
R
Z
E
g
g
－2）
の
分
類
と
を
企
画
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
フ
ラ
ジ
ス
史
の
文
献
史
料
の
刊
行
に

と
っ
て
は
、
必
要
な
、
且
先
決
す
べ
き
条
件
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
任
務
に
雄
々
し
く
も
立
ち
む
か

つ
た
若
い
学
者
た
ち
に
、
先
ず
ギ
ゾ
グ
シ
（
の
丘
N
o
tる
と
い
う
別
名
を
与
え
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。

（
こ
の
語
は
お
そ
ら
く
「
シ
ャ
ル
テ
ィ

ス
ト
」
と
い
う
語
よ
り
は
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
び
い
き
に
と
っ
て
は
、
正
反
対
に
、
む
し
ろ
革
命
的
な
味

い
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
J

し
か
し
ア
ル
シ
ヴ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ

I
フ
が
、
彼
ら
に
認
め
ら
れ
て
い
た
誇
権
利
を
、
再
認
せ
し
め
る

に
到
っ
た
の
は
、
か
た
り
の
闘
争
の
後
で
し
か
な
い
。
歴
史
学
研
究
へ
の
天
賦
の
情
熱
が
、
彼
ら
の
学
問
的
熱
意
を
支
え
、
こ
の
瞬
間
か
ら
エ

コ
ー
ル
に
は
、
次
の
如
き
理
念
が
次
第
に
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
歴
史
家
の
仕
事
は
、
最
大
限
に
利
害
を
越
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
こ
と
、
収
入
や
利
点
の
多
い
地
位
に
つ
く
た
め
に
、
と
の
仕
事
を
企
て
な
い
こ
と
、
研
究
者
の
最
も
険
し
い
、
且
最
も
轍
密
な
仕
事
と
、

そ
の
報
酬
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
、
問
題
に
も
な
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
、
研
究
者
は
、
彼
が
献
身
し
て
い
る
、
息
の
長
い
研
究
に
お

い
て
は
、
独
自
の
召
命
に
よ
っ
て
、
乃
至
は
そ
れ
自
体
に
酬
い
が
あ
る
ご
櫨
の
信
仰
し
ι
い
っ
て
も
よ
い
も
の
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）
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シ
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績
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i¥ 

ら
く
今
日
ま
で
、

こ
と
、
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
こ
の
利
害
無
視
は
、
時
に
は
こ
れ
を
悪
用
し
よ
う
と
い
う
誘
惑
に
か
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
お
そ

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
最
も
高
貴
な
花
飾
り
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
も
し
多
く
の
シ
守
ル
テ
イ
ス
ト

の
生
活
の
簡
素
さ
が
、
時
に
彼
ら
を
し
て
、
俗
人
ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
派
修
道
士
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
ら
が
政

体
の
幾
転
変
を
越
え
て
、
考
え
旦
書
く
最
大
限
の
自
由
を
保
ち
得
た
の
は
、
こ
の
代
価
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
べ
き
で
あ
る
。

一
八
四
六
年
十
二
月
三
十
一
日
に
、
コ
シ
ト
－

r
・
サ
ル
ヴ
ァ
シ
ヂ
ィ
ハ

r
n
o
B芯
常
一

ω回
目
〈
田
口
身
）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
ル
イ
・
フ

イ
リ
y
プ
玉
の
玉
令
は
、
エ
コ
！
ル
二
ア
・
シ
骨
ル
ト
の
構
成
を
完
成
し
た
。
教
授
数
は
増
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
教
授
は
、
あ

る
特
定
の
対
象
の
一
講
座
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
教
授
た
ち
は
、
又
こ
の
特
徴
は
今
日
ま
で
依
然
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
も
つ
ば
ら
単
一
学
科
に
専
門
佑
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
時
で
も
他
の
学
科
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
聞
に
、
大
き
な
凝
集
力
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
o

z
mロ
〈
叩
仏
g
p
w
t
a
n
v
n
H
H
M切る

っ
た
。

そ
の
当
時
ま
で
は
只

l
ヴ
ニ
ア
・
プ
テ
ィ
・
シ
ヤ
ジ
街
守
口
市

の
王
立
図
書
館
の
旧
い
建
物
の
中
に
、
不
充
分
な
場
所
を
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
？
に
エ
コ
ー
ル
・

デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
、
ル
・
シ
ョ

1
ム
街
守
口
巾

P
H
n
v
mロ
日
巾
〉
、
今
日
の
レ
・
ザ
ル
シ

l
グ
街
守
口
巾
仏
2
K戸
2
E
4
2）
の
国
立
文
書
館
、

即
ち
グ
リ
ヲ
ツ
ン
館
（
円
ま
Z
H
円
山
内
合
目
的
的
。
ろ
に
、

つ
い
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
見
出
し
た
の
も
、
同
じ
く
一
八
六
四
年
の
こ
と
で

あ
る
。
諸
君
の
う
ち
で
、
パ
リ
の
こ
の
旧
い
一
劃
を
御
存
知
の
方
は
、
十
四
世
紀
の
優
雅
な
門
に
注
目
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
講
義
は
ス

1
ビ

ー
ズ
家
の
豪
華
な
楕
円
形
サ
ロ
シ
（
白
巳
。
ロ
O
〈
巴
ゆ
仏
2
ω
c
c
E白
巾
〉
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
牧
歌
的
な
、
あ
る
い
は
軽
快
な
寓
意

画
で
か
ぎ
ら
れ
、
ト
レ
ゾ
l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
（
↓
芯
印
O
司
号
印

ngzm印
）
や
、
フ
ラ
ン
ス
が
文
書
館
に
保
存
し
て
い
る
最
も
貴
重
な
文

献
史
料
か
ら
、
数
メ
ー
ト
ル
の
、
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

卒
業
試
験
と
し
て
の
論
文
（
甚
宮
町
）
の
必
修
化
も
、
同
じ
く
一
八
四
六
年
と
い
う
年
に

さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
論
文
は
草
稿
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
慣
習
に
エ
コ
ー
ル
は
、
幸
い
に
し
て
忠
実
に
従
っ
て
来
た
。
何
と
な
れ
ば
、

方
で
は
、
講
義
の
勉
強
と
、
完
成
の
域
に
達
し
た
歴
史
学
著
述
の
構
成
と
を
、
併
行
的
に
行
な
う
こ
と
は
、
若
い
者
に
と
っ
て
は
困
難
で
み
め
る

し
、
又
他
方
、
論
文
審
査
官

o
E
g
g
n
m）
の
後
に
、
審
査
員

Q
R己
の
所
見
を
刺
用
し
つ
つ
、
彼
の
仕
事
を
補
い
修
正
し
得
る
と
い
う



こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
測
り
知
れ
ぬ
利
点
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
八
四
八
年
の
政
治
的
諸
事
件
、
就
中
国
民
軍
（
の
句
号

Z
E
Zロ
巳
巾
）
の
諸
強
請
は
、
エ
コ
ー
ル
の
機
能
を
混
乱
さ
せ
ぬ
で
も
な
か
っ
た
e

し
か
し
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
学
生
た
ち
が
、
他
の
国
立
諸
学
校
の
す
べ
て
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
請
願
し
た
「
制
服
」
（
E
g
E己
目
。

¢
口
氏
。
吋
ヨ
巾
）
を
獲
得
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
彼
ら
は
、
一
八
五

O
年
二
月
四
日
の
政
令

2
2
2
3
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
よ
り

ア
ル
シ
ヴ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ

l
フ
に
よ
る
県
文
書
管
理
官
官

R
V
Z
U芯
怠
］

U
R
5
5
8
Z
H）
の
職
の
独
占

貴
重
な
特
権
を
受
け
た
。

で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
、
単
に
エ
ヨ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
学
生
た
ち
に
、
大
き
く
聞
い
た
進
出
口
を
確
保
し
た
の
み
で
は
な
く
、
さ
ら
に

他
の
何
ら
か
の
措
置
以
上
に
、
歴
史
学
研
究
の
中
央
か
ら
の
分
散
と
、
研
究
法
の
広
布
と
に
貢
献
し
た
。

エコ

l
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
の
学
生

た
ち
は
、
各
地
方
へ
広
が
っ
た
。
過
去
に
関
す
る
手
が
か
り
の
最
も
豊
富
な
源
泉
で
あ
る
地
方
文
書
館
は
、
組
織
さ
れ
、
保
護
さ
れ
、
分
類
さ

れ
、
目
録
（

E
Sロ
仲
間
日
目
的
）
と
摘
要
〈
芯
H
5
2
0日
目
白
）
と
を
備
え
、
か
く
て
す
べ
て
の
歴
史
家
に
と
っ
て
、
利
用
さ
れ
得
る
も
の
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
シ
ス
各
県
の
歴
史
学
会
や
芳
古
学
会
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
地
位
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
は
当
時
い
た
る
と
こ
ろ

シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
は
、

で
設
立
さ
れ
て
、
歴
史
学
研
究
の
興
味
や
、
学
者
た
ら
ん
と
す
る
召
命
感
を
呼
び
お
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
活
動

は

エ
コ
ー
ル
の
教
育
の
延
長
で
あ
っ
た
。

エ
コ
ー
ル
の
令
名
は
、
こ
の
瞬
間
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
を
越
え
始
め
て
い
た
。
歴
史
学
補
助
学
科
の
教
育
は
、
こ
れ
以
上
よ
く
組
織
さ
れ

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
を
真
似
て
、
学
者
や
文
書
管
理
宮
の
養
成
の

（同ロ白
J

門店口同片山同吋

C
印同
m
w
H

・H1冊
目
n
H
H
T

得
よ
う
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ

l
ロ
y
パ
中
に
、

た
め
の
諸
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
例
え
ば
ワ
ィ

l
y
で
、
一
八
五
四
年
に
、

R
r
o
g
n
v
E
Z
R
R
F
5
5
v
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
我
が
エ
コ
ー
ル
の
講
義
を
き
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
方
法
を
知
悉
し
て
い
た
ジ
y
ケ
ル
（

ω片
付
巴
）
が
、
永
い
間
教
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
聴
講
生
と
し
て
エ
コ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
歴
史
研
究
所

ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
を
お
と
ず
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
ら
が
エ
コ

l
ル
に
負
う
も
の
を
認
識
し
た
外
国
人
学
者
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
で

あ
ろ
う
。
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
紡
（
森
）

:JL 



エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
給
（
森
）

。

必
要
と
判
断
さ
れ
た
新
し
い
教
育
が
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
発
展
し
た
こ
と
か
ら
、
改
善
評
議
会
（
円
。
ロ
常
口
宏
司

2
p
n
z
o
P

5
B
3
3
の
訣
定
に
も
と
づ
き
、
一
八
六
九
年
一
月
三
十
日
の
政
令
（
窓
口
立
）
に
よ
っ
て
、
各
講
座
の
対
象
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
改

善
評
議
会
は
、
十
三
一
名
の
メ
シ
パ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
即
ち
高
等
教
育
局
長
（
仏
町
内
2
2円
号
円
一
切
ロ
認
可

5
5
8同
∞
石
合
－

w
R）、

フ
ラ
ン
ス
文
書
館
総
長
〈
色
町
巾

2
2吋門田
g
k
r
R
E
4
2
【
凶
作
刷
，
H

・2
2）
、
フ
ラ
ン
ス
図
書
館
総
長
（
色
町
内

n
R
R
仏
巾
回
目
豆
町
O
F
2
5伯
母

出－
g
B）
及
び
国
立
図
書
館
長
（
包

B
E
U可
E
g円
な
ロ
骨
包
含
宮
田
宮
山
O
F
2
5
Z
E－o
g
H
4、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
校

長
〈
口
町
2
Zロ
円
）
、
銘
文
文
芸
学
士
院
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
五
名
の
メ
シ
パ

l
、
更
に
文
書
館
総
監
督
官
（

5
4
0
2
2吋
阿
古
骨
巴
常
的

〉
R
E
2白
）
一
名
、
図
書
館
総
監
督
官
（
吉
田
宮

n
g
R
m
E骨
巳
仏
2
回
E
－E
F
2
5品
、
及
び
高
等
教
育

ωロ
匂
昨
日
何
百
・
）
の
教
授
一
名
で
あ
る
。
講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

う
に
決
定
さ
れ
た
。

（
円
切
口
白
色
関
口
内
宮
内
一
ロ
同

こ
の
時
か
ら
い
さ
さ
か
の
変
更
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ

第
一
学
年
に
、
書
体
学
（

E
H
M巴
合
唱
呂
町
山
岳
、
ロ
マ
シ
語

9
2
－g
m
c
g
g
B
2
2）、

回
E
H
o
m
s－
比
四

Z
H
m
己
器
印
巾
宮
内
ロ
仲
包

2
E
σ
ロ
o
F
2
5印〉。

第
二
学
年
に
、
文
書
形
式
学
（

H
m
u－－
o
B
E
E
5）
、
フ
ラ
シ
ス
政
治
行
政
司
法
制
度
史
（
回
目
的
件
。
町
巾
号
白
山
口
凹
片
山
口
E
o
g
H
U
O冒
Z
5∞－

包

E
E
U可
丸
山
〈

2

2
い

c
a
n－
巴
括
的
）
、
文
書
館
分
類
法
（
ぽ
己
2
2
B巾口付円
H
g
〉
耳
目
ニ
再
臼
）
。

第
三
学
年
に
、
中
世
私
法
教
会
法
史
（
回
目
的
吉
町
巾

PH
母
。
止
の
ぞ
M
H
Z
己
記
骨
O昨

2
5己
宮
巾

g
s
a
s
s－
内
）
、
中
世
考
古

学
（
〉
RveHomM巾
仏
E
g
o－
ロ

bm巾）。

そ
れ
以
後
は
単
に
、
第
二
、
第
三
学
年
に
フ
ラ
シ
ス
史
記
述
史
料
の
批
判
的
研
究
の
講
義
が
、
第
三
学
年
に
近
世
文
書
及
び
制
度
史
に
関
す

る
一
講
義
が
加
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

一
八
七
二
年
に
、
一
八
四
九
年
以
来
廃
止
さ
れ
て
い
た
入
学
試
験
が
再
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
以
来
僅

か
し
か
変
っ
て
い
な
い
。
ラ
テ
シ
語
の
完
全
な
知
識
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
エ
コ
ー
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
の
入
学
試
験
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル

マ
ル
で
す
ら
も
今
日
で
は
魔
止
さ
れ
た
ラ
テ
シ
語
作
文
の
、
最
後
の
逃
げ
場
で
あ
り
続
け
た
。
即
ち
誰
か
フ
ラ
ン
ス
古
典
文
学
者
の
就
中
難
解

、‘，，，
噌

4
r
f

、

書
誌
学
及
び
図
書
館
分
類
法

（日間

(2) (3) 



な
数
ペ
ー
ジ
を
、
辞
書
な
し
で
訳
す
の
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
こ
と
数
年
来
、
辞
書
に
つ
い
て
は
大
自
に
み
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
は
い
る

が
。
）
中
世
研
究
に
従
事
せ
ん
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
不
可
避
な
こ
の
要
求
の
お
か
げ
で
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
今
日
で
は
ま
っ

た
く
危
殆
に
瀕
し
て
い
る
ラ
テ
シ
教
養
の
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
後
の
砦
の
一
つ
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
細
部
に
わ
た
る
フ
ラ
シ
ス
史

の
知
識
や
、
歴
史
地
理
や
ド
イ
ツ
語
英
語
の
知
識
も
同
様
に
要
求
さ
れ
る
。
入
学
を
許
可
さ
れ
る
学
生
数
は
、
十
五
と
二
十
五
の
聞
を
行
来
し

て
い
る
。
一
九
O
七
年
以
来
、
女
子
学
生
も
入
学
を
許
さ
れ
、
そ
の
数
も
今
や
、
し
ば
し
ば
男
子
の
そ
れ
と
等
し
く
、
こ
の
こ
と
は
女
子
学
生

の
能
力
を
証
明
し
て
い
る
。

殆
ん
ど
十
九
世
紀
の
末
ま
で
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
国
立
文
香
館
に
留
っ
た
。
場
所
は
充
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
学
生
た
ち
は
そ

の
安
ら
か
で
落
つ
い
た
雰
囲
気
を
愛
し
て
い
た
。
学
生
た
ち
は
、
数
歩
に
し
て
文
書
館
の
閲
覧
室
に
あ
り
、
こ
う
し
て
ニ
つ
の
講
義
の
間
の
時

間
を
無
駄
に
せ
ず
に
、
文
献
史
料
を
読
み
得
た
の
で
あ
る
。
書
体
学
を
学
ぶ
た
め
で
あ
れ
、
或
は
考
察
せ
ん
と
欲
す
る
何
ら
か
の
観
点
に
つ
い

て
、
過
去
に
関
す
る
知
識
を
体
得
す
る
た
め
で
あ
れ
、
古
文
書
を
絶
え
ま
な
く
取
扱
う
こ
と
に
匹
敵
す
る
講
義
は
な
い
。
私
は
、
こ
の
世
代
の

シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
一
人
で
あ
っ
た
私
の
父
か
ら
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
守
ル
ト
の
卒
業
生
た
ち
が
、
如
何
に
こ
の
研
究

の
オ
ア
シ
ス
に
惹
き
つ
け
ら
れ
続
け
て
い
た
か
を
教
え
ら
れ
た
。
一
方
一
八
九
七
年
に
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
近
代
化
の
た
め
に
は
、

ラ
テ
ン
区
に
あ
る
他
の
高
等
教
育
誇
施
設
に
こ
れ
を
近
づ
け
る
べ
き
だ
と
す
る
人
々
の
主
張
が
勝
っ
た
。
エ
コ

l
ル
は
つ
い
に
、
セ

l
ヌ
左
岸

に
移
さ
れ
、
ラ
・
ツ
ル
ボ
シ
ヌ
の
、
リ
シ
ュ
リ
ュ

i
が
憩
う
礼
拝
堂
の
か
た
わ
ら
の
、
建
な
お
さ
れ
た
ば
か
り
の
建
物
に
落
つ
い
た
。
仮
に
と

Z

2

l

ル
・
ヂ
・
オ
ー
ト
・
エ
チ
ュ
ー
ド

コレ

I
ジ
ュ
・
ド
・
ブ
ラ
シ
ス
や
高
等
学
術
学
院
の
講
義
を
き
く
こ
と
を
許
し

の
境
遇
が
学
生
た
ち
に
、
よ
り
容
易
に
法
学
部
や
文
学
部
、

た
に
し
て
も
、
こ
の
境
過
は
同
時
に
彼
ら
を
、
彼
ら
の
個
人
研
究
が
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
、
国
立
図
書
館
や
国
立
文

書
館
か
ら
ひ
き
は
な
し
た
。
か
く
て
、
分
別
あ
る
人
々
は
、
エ
コ

l
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
特
に
我
ち
の
国
立
文
書
館
の
敷
地
が
著
し
く
増
加

し
た
以
上
、
ふ
た
た
び
フ
ラ
シ
グ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
街
守
口
巾
仏
巾
印
刷
J
－

mロ
2
w
oロ円
m
g
u）
へ
の
途
を
た
ど
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

エコ

i
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
に
は
、
そ
の
安
ら
か
な
隠
れ
家
を
去
っ
て
、
よ
り
騒
が
し
い
、
エ
コ
ー
ル
を
嫉
視
し
て
い
る
も
の
も
い
る
大
学

社
会
と
隣
り
あ
っ
た
こ
と
を
、
と
り
わ
け
で
祝
う
い
わ
れ
は
な
か
っ
た
。
エ
コ
ー
ル
に
は
、
従
来
同
様
に
完
全
な
自
律
性
を
保
つ
こ
と
が
約
束

エコ
lhN
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）



エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
績
（
森
）

も
の
も
い
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
善
あ
る
い
は
近
代
化
の
名
目
の
下
に
、
つ
ま
り
は
そ
の
精
神
を
変
え
、
そ
の
活
動
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る

一
九
O
三
年
に
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
か
ら
そ
の
学
術
的
性
格
を
う
ば
い
、
文
書
管
理
官
及
び
司
警
の
、

介
の
職
業
的
教
育
の
学
校
に
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
周
知
の
価
値
が
、
同
時
に
学

術
的
で
も
あ
り
、
職
業
的
で
も
あ
る
養
成
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
顧
慮
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

一
九
O
五
年
に
、
新
し
い
動
揺
が

生
じ
た
。
今
度
は
、
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
職
業
的
資
格
に
攻
撃
が
む
け
ら
れ
、
彼
ら
な
し
に
、
文
書
館
と
図
書
館
と
を
再
編
成
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
一
九
O
六
年
に
は
、
ア
ル
シ
グ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ

l
フ
か
ら
、
県
文
書
館
を
指
導
す
る
特
権
を
剥
奪
し
て
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・

シ
ャ
ル
ト
を
一
種
の
公
開
講
盛
に
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
企
て
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
う
な
れ
ば
、
お
そ
ら
く
も
く
ろ
ま
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、

急
速
に
エ
コ
ー
ル
は
消
滅
す
る
に
い
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
学
術
誌
が
当
時
行
っ
た
攻
撃
の
激
し
さ
と
不
正
さ
に
は
、
陸
自
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、

政
治
が
こ
れ
に
関
与
し
て
、
毎
年
の
新
予
算
編
成
は
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
に
関
す
る
真
剣
勝
負
の
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
多

分
諸
君
を
驚
か
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
は
、
御
承
知
の
通
り
、
自
由
討
論
の
国
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
時
に
、
最
も
た
し
か
な

諸
権
利
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
、
最
上
の
サ
l
ヴ
ィ
ス
を
う
け
た
か
の
よ
う
に
楽
し
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル

A

目
ν

ト
の
長
は
、
ポ
ー
ル
・
メ
イ
ヤ
！
（
可
m
w
d
H

冨
巾
可
尚
一
円
）
で
あ
り
、
彼
は
、
彼
の
書
い
た
す
べ
て
の
も
の
に
特
有
な
性
格
で
あ
る
、
か
の
論
理
の

厳
し
さ
を
も
っ
て
、
あ
く
こ
と
な
く
、
列
挙
さ
れ
た
批
判
に
答
え
た
。
そ
し
て
ブ
ラ
シ
ス
で
は
、

一
般
に
、
正
し
い
道
理
は
つ
い
に
は
勝
利
を

エ
コ
ー
ル
の
上
に
累
積
し
た
雲
は
、
少
し
づ
っ
散
っ
た
。
結
局
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
非
難
を
う
け
た
点
は
、
時
の

政
治
的
環
境
と
折
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
、
個
有
の
専
門
領
域
で
信
を
守
り
、
非
妥
協
性
を
も
っ
て
、
歴
史
学
を
、
時
の
権
力
の
恩
恵
を
乞
う

娼
婦
と
す
る
こ
と
を
拒
む
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
二
十
世
記
の
第
一
三
半
期
に
、
い
わ
ゆ
る
自

お
さ
め
る
如
く
、

由
思
想
。
－
V
5
宮
口
阻
止
）
の
波
が
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
界
を
席
捲
し
た
際
に
も
、
し
っ
か
り
と
錨
を
下
し
た
抵
抗
の
極
で
あ
り
続
け
た
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
に
、
悪
意
と
中
傷
と
に
満
ち
た
多
く
の
敵
を
つ
く
る
に
充
分
で
あ
り
、
私
は
、
エ
コ
ー

シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
魂
は
こ
の
闘
争
か
ら
、
従
来
よ
り
一
層
焼
入
れ
さ
れ
、
又
そ
の
も
つ
力
に
一

こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
、

ル
は
こ
れ
を
誇
っ
て
い
る
と
さ
え
言
い
た
い
。



層
確
信
を
深
め
て
抜
け
出
し
た
。
又
二
つ
の
戦
争
を
通
じ
て
、
名
誉
の
戦
死
を
k
げ
た
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
数
（
一
九
一
四
年
に
五
十
一
名
）

は
、
彼
ら
の
養
成
法
に
帰
せ
ら
る
べ
き
、
祖
国
へ
の
愛
着
の
精
神
的
価
値
に
つ
い
て
証
し
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
主
義
理
念
の
新
拾
頭

が
、
幾
多
の
新
し
い
ト
リ
ッ
グ
を
も
っ
て
歴
史
学
の
中
に
入
り
こ
み
、
且
歴
史
学
を
そ
の
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
に
し
よ
う
と
欲
し
て
、
全
ヨ

シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
テ
グ
ス
ト
史
研
究
セ
シ
グ
l

ー
ロ
ヅ
パ
に
圧
力
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
歴
史
学
研
究
の
公
正
さ
に
と
っ
て
は
、
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
ほ
ど
良
い
防
衛
者
は
な
い
。

｛目》

（
の
巾
ロ
片
岡
・
巾
広
巾
円
角
川
内

HV巾
HinHHm
巾
円
円
月
岡
山
田
件
。
町
内
岳
山
臼

H
m
M件
目
印
）

の
如
き
こ
そ
、
ま
さ
し
く
、
仮
説
に
対
す
る
テ
グ
ス
ト
の
優
越
性
を
想
起
せ
し
め
る
た
め
の
、
象
徴
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
度
、

そ
の
未
来
の
欲
望
に
奉
仕
さ
せ
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
の
大
勢
の
名
に
よ
っ
て
、
過
告
を
思
う
ま
ま
に
あ
や
つ
ろ
う
と
す
る
輩
は
、
シ
ャ

ル
テ
イ
ス
ト
伝
統
に
よ
っ
て
、
挫
折
を
喫
す
る
と
‘
と
で
あ
ろ
う
。
一
社
会
は
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
た
諸
伝
統
に
よ
る
て
し
か
存

在
し
な
い
。
と
き
が
た
い
幹
に
よ
っ
て
相
互
に
結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
誇
世
代
は
、
混
滑
し
て
不
可
分
な
全
体
を
構
成
す
る
。
歴
史
家
は
、
他

の
何
に
も
ま
し
て
、
こ
の
一
体
性
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
り
、
又
彼
が
そ
の
一
部
を
な
す
之
と
も
に
、
彼
が
そ
の
増
犬
に
、
そ
の
諸
研
究
を
通

じ
て
参
与
す
る
こ
の
集
団
に
、
そ
の
存
在
を
守
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
に
つ
い
て
の
確
実
な
知
識
は
、
未
来
に
つ
い
て
の
理
念
の

最
も
確
実
な
基
盤
で
あ
り
、
文
何
れ
に
せ
よ
、
歴
史
学
研
究
に
お
け
る
職
業
的
良
心
は
、
科
学
的
良
心
の
基
礎
そ
の
も
の
で
あ
り
、
更
に
又
、

す
べ
て
の
良
心
の
基
盤
で
さ
え
あ
る
。

〈

2
）

訳

者

詮

。口出向吋品開色。ロ

ι
o
r
g－
Z
E円
・
二
ハ
一
八
年
に
、
従
来
各
伺
に

独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院

が
、
ベ
ナ
l
h
N
師
（
U
D
B
切

E
R
e
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て

g
p

m
R何回片山
O

を
形
成
し
、
ガ
リ
ア
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
を
も

た
ら
し
た
と
言
わ
れ
る
聖
モ
ー
ル
（
ω丘
三
宮
宮
♂
ぷ
∞
酔
）
の
名
を

冠
し
た
。
そ
の
中
心
は
サ
ン
・
ジ
且
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
修
道
院
に

あ
っ
た
。
革
命
に
よ
る
崩
壊
後
、
一
八
三
二
一
年
に
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

l
ル

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
績
（
森
）

師
（
U
O
B
C忌
円
吉
岡
角
）
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
に
開
削
す

る
修
道
士
（
通
常
呂
田
ロ
ユ
巳
g
と
呼
ぶ
）
の
歴
史
学
研
究
活
動
の

主
裂
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〉
の
国
何
回
同
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・
旬
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民
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R
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b
H
h
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ミ
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異
議
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令
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S
h
q
S
2
5
N諸
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W
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〈筒）

は
、
県
立
文
書
館
で
は
な
く
、
国
立
県
文
書
館
で
あ
り
、
現
在
も
、

統
一
分
類
法
を
採
用
し
、
文
書
管
理
官
官
忠
広
三
回
g
ろ
の
人
事

権
は
、
す
べ
て
国
立
文
書
館
長
、
即
ち
フ
ラ
ン
ス
文
書
館
総
長
に
よ

っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
チ
ャ

i
テ
イ
ス
ト
巡
動
へ
の
述
訟
で
あ
る
。

ω
P
F〈
〉

z
u
d「（
Z
2・nF曲師。，
kJnFFHH0・
n
O
B
g
門目。

HH叶
g
H∞臼田）・

文
部
大
臣
と
し
て
は
の
巳
NOH
の
後
継
者
で
あ
り
、

F
d
n
o戸市沖
g
・

2
5
ι
．irvgg
の
創
立
判
。

乙
の
建
物
は
、
本
来
十
四
世
紀
に

C
E
己
負

p
p
u
gロ
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
ク
リ
ッ
ソ
ン
飴
で
あ
っ
た
が
、
一
五
五
三
年
に
ギ
l
ズ

（
の
ロ
宮
内
）
家
の
手
に
移
り
二
七

O
O年
に

F
・2
2
Z
合
同
Q
E
P

H
E口
no
含

ω
2
5
8
が
子
に
入
れ
て
改
装
し
た
。

HOω
色
。
口
口
〈
凹
円
。

は
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
史
博
物
館
（
民

Z
恥
O

F

Z皆
け
口
町
四
品
。

匂吋
g
nろ
と
な
っ
て
い
る
同
館
の
二
階
に
あ
り
、
ナ
ト
ワ

1
ル
（
の
F
－

zsas）
の
隼
に
な
る
プ
シ
ケ
の
物
語
が
捕
か
れ
て
い
る
公
認
叶
1

5
3。（
Q
－
A
R？．

5
5号
E
N
g－
h
h
R同
町
内
丸
之
』
E
・
5
5礼
問

中
S
R
H・
H・
民
主
也
、
町
宮
崎
両
H
h宮
町
、
笠
公
団
語
、
向
句

E
H
R
S
2
3

h

叫
含
弘
之
、
崎
町
高
同
昆
白
同
町
S
A
g－
H
8
3・

一
一
九
四
年
の
フ
レ
ト
ヴ
ァ
ル
（
司
芯
芯
〈
即
日
）
の
戦
い
で
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ォ
l
ギ
ュ
ス
ト
が
文
書
類
す
べ
て
を
失
な
っ
た
後
、
同
王
は

そ
の
再
建
を
の
E
E
2
F
F
E
m－
n
E
B
Zロ
自
に
ゆ
だ
ね
、
後

者
は
二
二

O
四
年
の
末
に
ほ
ぼ
そ
れ
を
完
成
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、

主
市
古
文
書
は
パ
リ
の
王
留
に
放
し
、
主
は
移
動
に
際
し
て
、
文
書
摘

要
簿
令
。
岡
山
ω可
。
白
）
を
携
行
す
る
習
慣
と
な
っ
た
。
王
宮
の
文
書

庫
は
、
十
三
世
紀
を
通
じ
て
こ
れ
を
竹
理
す
る
専
任
官
を
も
た
な
か

（
刊
U
）

（

同

）

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
総
（
森
）

（

m
M
）
 

っ
た
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ベ
ル
に
い
た
り
、
一
三

O
七
年
（
一

三
O
九
年
）
四
月
二
十
七
日
付
で
、
回
以
O
H
円向島
d
g旨町田
p
n
v自
己
宮

内同
O
F
S
を
、
初
代
岡
田
丘
四
円
問
。
↓
み
由
。
吋
品
2
の
宮
2
2
に
任
命

し
た
。
即
ち
パ
リ
の

K
F
E
Z
Z曲
同
0
3
F臼
が
、
十
四
世
紀
初
頭

か
ら
寸
み
曲
口
吋
品
開
由
。
宮
三
何
回
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
一
部
ば

Ewash皆
同

159可
丸
町
同
の
ぎ

E
P
E－

寸
何
回
同
円
、
開
］
門
－
U
開

H
h
〉
切
O
河口同
ww

回
開
問
。
何
回
・
U
M
W
円
、
k

阿国
O
河口開．

3
2
p
s
g
l
H
E
C
U姐
明
く
ロ
「
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
ロ
－

F
2・

町
恒
三
日
巾
♂
同
町
同
町
色
町
、
時
弘
司
之
さ
号
室
由
号
、
．
S
S号
、
同
・
口
、
R
F

HU山田・

E
・
g－恕）・

〈

E
S
R巴円白血一
V
と
は
、
各
分
類
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
）
中

の
一
連
番
号
を
付
し
た
文
書
各
個
に
、
そ
の
概
嬰
を
付
し
た
も
の
。

《
弘
司
020
－5師
》
と
は
、
各
分
類
の
来
歴
表
題
の
み
を
記
し
た
（
例

え
ば
』
・
』
回
目
、
『

ag「
島
叩
加
わ
冨
ユ
2
・
）
一
覧
表
の
如
き
も
の
Q

一
八
七
五
年
に
此
処
に
に
S
5
2
H
a
。
雪
言
語
『
忠
告
H
E
2・

0
S
Z自由
g1k同町
H
O

－－E
闘
が
置
か
れ
、
一
八
八
一
年
に
は
、
ロ

1

7

に
分
校
を
も
，
つ
け
た
Q

ω同
の
開
何
回
、
〈
、
H，FmD品
。
司
岡
宮
市
吋
〈
ロ
ロ

HH∞N
白

l
E
o
g、
一
八
五
五
年

か
ら
阿
国
的
昨
日
正
件
同
CH・
0
由同舟吋円
o
k
z
u
n
F
o
o
g
n
y
－ny
g片口吋臼
nFEロ闘

で
教
え
、
一
八
六
九
年
校
長
二
八
八
三
年
か
ら
一
九

O
一
年
ま
で
、

ロ
1
7
分
校
長
。
切
号
、
邸
内
向
N
臣、
N
M
H
V

～
bEF
呂田
H1H∞N
N
・四

回《凶
0

・
等
に
よ
り
、
近
代
文
書
形
式
学
の
創
始
者
と
み
ら
れ
て
い
る
。

沢
者
註
（
必
）
を
見
ょ
。

一
九
三
七
年
五
月
七
日
、
同
り
恥
日
目
H

の同
K

戸
、
『
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に

よ
っ
て
設
立
、
現
在
。
g
片
足
乞
丘
町
D口
弘
同
日
冊
目
回
同
市
門
F
O
B
Z

（

鈎

）

（
引

μ
）

（

認

）

〈お）

了i



エコ
i
ル
・
デ
・
ジ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）

一六

E
S
E
a
g
に
あ
る
よ
ロ
・
』
州
議
室
、
言
語
H
h

と・
2
8
5

＆
R
M
Oぬ
ぬ
詰
詰
守
町
、
句
島
町
、
同
礼
司
N
b
h
r
H
E
h
向
。
ミ
ロ
司
弘
司
N
W
H
語
句
同
町
H
R
H
：J
H
M但
吋

E
5
0
〈

H
R
F
E同
U
－
島
田
口

m
H
O
E
P去
さ
局
、
。
き
急

snt

可』『詰
hHi九
H
R
H
h叫
曲
、
両
n
h
F向、．
h
』w
同
町
向
、
．
b
H．h
H色町、．
h
丸
町
h
H
R
H
H向
h
F
出
口
町
－

H
∞叩∞－

HU
司・
H
C
H
t
H
c
m
・）

§2 

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
績

我
々
が
そ
の
歴
史
を
素
描
し
て
来
た
、
こ
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
教
育
は
、
実
を
結
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
教
育
は
如
何
な
る

影
響
を
歴
史
学
研
究
に
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
今
や
、
実
現
さ
れ
た
業
績
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
、
我
々
が
見
て
ゆ
こ
う
と
す
る

所
で
あ
る
。
そ
の
起
源
以
来
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
文
献
史
料
の
直
接
的
且
体
系
的
（
円
回
目
的
O
ロ
ロ
⑦
研
究
の
上
に
歴
史
学
を
打
た
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
に
科
学
的
性
格
を
賦
与
す
る
方
法
（
目
岳
町
O
仏
内
）
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
方
法
を
学
び
且
実
行
し
た
も
の

は
す
べ
て
、
驚
異
的
な
忠
実
さ
で
そ
れ
を
守
り
、
且
白
か
ら
そ
の
使
徒
職
に
任
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誠
心
誠
意
、
彼
ら
が
そ
れ
か
ら
ひ
き
出

し
た
と
認
め
る
諸
利
点
を
示
し
て
い
る
。
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
お
そ
ら
く
、
彼
ら
が
た
え
ず
、
そ
の
技
量
を
ひ
け
ら
か

し
た
大
部
の
理
論
的
提
要
に
よ
っ
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
彼
ら
の
行
動
、
彼
ら
の
言
葉
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
書
く
も
の
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
う
け

た
訓
練
を
普
及
さ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
諸
方
法
の
有
効
性
が
示
さ
れ
る
の
は
、
実
行
に

よ
っ
て
で
あ
っ
て
、
論
議
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
他
方
、
本
質
的
に
経
験
的
な
こ
の
方
法
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
極
め
て
ブ
ラ
シ
ス
的
で
、

フ
ラ
シ
ス
医
学
派
に
つ
い
て
言
い
得
る
こ
と
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
も
亦
常
に
、
臨
床
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
続
け
た
。
こ
こ
で
は
、

イ
ン
グ

l
y
制
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
臨
床
的
検
討
が
、
一
方
の
生
命
や
事
実
と
、
他
方
の
理
論
的
研
究
と
を
、
密
接
に
関
係
ず
け
て
維
持
寸

る
唯
一
の
や
り
方
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
も
亦
、
歴
史
の
理
論
的
研
究
と
、
現
実
の
生
活
及
び
、

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
現
実
の
生
活
が
表
現
さ
れ
て
い
る
文
献
史
料
の
知
識
と
を
、
恒
常
的
に
関
係
ず
け
て
維
持
し
て
い
る
。
エ
ヨ

l
ル
・
デ
・
γ

守
ル
ト
の
方
法
に
従
っ
て
、
如
何
に
一
冊
の
歴
史
研
究
書
が
構
成
さ
れ
る
か
を
、
実
際
に
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
、
こ
こ
で
別
々
に



な
っ
て
い
る
諸
学
科
を
概
観
し
、
且
諸
君
に
、
す
で
に
な
さ
れ
た
仕
事
ゃ
、
実
現
さ
る
べ
く
残
っ
て
い
る
す
べ
て
の
仕
事
に
つ
い
て
、
概
略
を

の
み
こ
ん
で
い
た
だ
く
最
善
の
方
法
で
あ
る
。
勿
論
、
要
約
的
に
で
あ
れ
、
諸
君
に
エ
コ
ー
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
の
諸
方
法
の
働
き
を
示
す
た

め
に
は
、
そ
の
九
主
要
学
科
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
私
は
少
な
く
と
も
一
回
の
講
演
を
あ
て
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
簡
単
な
談
話
で
私
に
可

能
な
こ
と
は
、
大
綱
を
示
し
、
幾
つ
か
の
肝
要
な
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
。

、、，JI

歴
史
学
研
究
の
作
業
は
、
ど
の
側
面
か
ら
始
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
と
ら
れ
て
い
る
方
法
の
第
一
原
則
は
、

文
献
史
料
に
も
と
ず
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
一
切
前
に
進
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
献
史
料
の
中
で
も
、
文
書
（
Q
g門
店
印
）
、
よ
り

一
般
的
に
い
え
ば
、
文
書
類
（

m
R
E
2印
）
の
文
献
史
料
、
即
ち
、
公
・
私
文
書
、
文
書
摘
要
簿
（
円
巾
向
山
田
仲
ト
似
て
会
計
書
類
（
立
昨
日
白
骨

8
5
U仲間
σ日
思
）
等
々
：
・
は
、
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
証
言
を
徴
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
植
の
文
献
史
料
の
歴
史
学
的
公
正
さ

は
、
そ
れ
ら
が
作
製
さ
れ
た
直
接
の
目
的
で
は
な
い
対
象
に
も
、
そ
れ
ら
が
援
用
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
む
。
従
っ
て
そ
れ
ら
に
は
、
本
来
、

我
々
を
あ
ざ
む
く
意
図
が
あ
る
と
い
う
疑
い
は
な
い
。
記
憶
に
価
い
す
る
事
実
ゃ
、
有
名
人
の
活
動
の
み
を
歴
史
的
事
実
と
認
め
る
古
い
観
念

か
ら
、
歴
史
家
が
次
第
に
脱
却
す
る
に
つ
れ
て
、
即
ち
社
会
集
団
の
歴
史
を
作
り
、
失
な
わ
れ
た
世
代
の
日
々
の
正
常
な
生
活
を
復
元
し
よ
う

と
し
、
も
は
や
突
発
的
で
異
常
な
出
来
事
の
物
語
に
甘
ん
ず
る
こ
と
を
欲
し
な
く
な
っ
た
瞬
間
か
ら
、
文
書
類
の
文
献
史
料
は
、
歴
史
学
研
究

業
績
の
作
製
に
お
い
て
、
日
に
日
に
そ
の
重
要
性
を
増
大
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
ら
の
お
か
げ
で
、
過
去
の
人
聞
の
あ
ら
ゆ
る
営
み
が
、

も
は
や
単
に
そ
の
政
治
的
機
能
に
お
い
て
の
み
で
は
な
く
、
物
質
的
、
法
的
及
び
経
済
的
機
能
に
お
い
て
再
生
き
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

我
々
が
す
で
に
文
書
類
の
文
献
史
料
の
本
質
的
な
重
要
性
に
つ
い
て
納
得
し
て
い
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
且
毘
に
お
い
て
真
に
お
そ
る
べ
き

こ
の
大
量
塊
に
対
す
る
攻
撃
法
は
如
何
。
こ
こ
に
文
書
館
学
（
〉
同
n
E
H
J
1
Z叶
H
C
C開
）
と
名
づ
け
ら
れ
る
学
問
が
介
入
す
る
。

諸
文
書
庫
に
分
散
し
て
い
る
瞭
史
的
法
的
文
献
史
料
の
検
索
は
、
歴
史
家
の
十
字
架
で
あ
る
。
一
冊
の
歴
史
蓄
を
企
劃
す
る
前
に
必
ず
、
そ

れ
に
関
す
る
文
献
史
料
を
蔵
し
て
い
る
文
書
類
の
リ
ス
ト
が
ま
ず
作
製
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
文
書
類
の
出
処
が
分
散
し
て
い
る
が
故
に
、
こ

の
準
備
作
業
は
長
く
苦
し
い
も
の
で
あ
り
、
各
著
者
に
よ
っ
て
や
り
な
お
さ
れ
る
場
合
、
不
完
全
な
も
の
に
と
ど
ま
る
危
険
を
伴
な
う
。
こ
の

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）

ーじ



エコ
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ル
・
デ
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シ
ャ
ル
ト
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業
績
（
森
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八

こ
と
は
何
れ
に
せ
よ
時
間
と
労
力
と
の
浪
費
を
誘
発
し
、
従
っ
て
文
書
館
学
の
予
備
調
査
が
歴
史
家
に
、
文
書
類
の
迷
路
に
お
け
る
道
し
る
べ

の
糸
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
創
設
さ
れ
た
頃
に
は
、

フ
ラ

γ
ス
の
中
央
及
び
地
方
文
書
館
は
、
消
滅
し
た
行
政
官
庁
や
旧
宗
教
団
体
か
ら

出
た
羊
皮
紙
と
紙
と
の
堆
積
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
近
よ
り
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
閏
録
も
な
く
、
場
所
は
と
と
の
わ
ず
、
そ
こ
で
研
究

を
行
な
お
う
と
い
う
希
望
を
も
つ
も
の
が
い
て
も
、
彼
ら
を
導
く
能
力
の
あ
る
管
理
官
（

gロ
白
巾
ミ
巳

2
2）
さ
え
い
な
か
っ
た
。

一
八
三
四

年
以
米
ア
ル
シ
グ
イ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ

l
フ
は
、
真
に
超
人
的
な
こ
の
任
務
と
と
り
く
ん
で
き
た
。
彼
ら
は
一
世
紀
以
上
前
か
ら
、
些
か
も

変
る
こ
と
の
な
い
熱
意
を
も
っ
て
、
県
文
書
館
の
分
類
と
目
録
編
纂
と
の
仕
事
を
し
て
き
た
。
彼
ら
は
ま
ず
第
一
に
、
最
も
貴
重
な
旧
蔵
文
書

部
門

Q
S骨
自
己

g与
を
、
つ
い
で
近
代
文
書
部
門
（
片
山
口
宏

g
a
q
5与
を
分
類
し
た
。
こ
う
し
て
文
書
館
目
録
集
成
色
。
ロ
巾
丘
町
O
ロ

円
四

g
E〈巾ロ仲間町
g
円
ミ
の
F
Z
Z）
は
、
ブ
ラ
シ
ス
で
は
一
九
六
六
年
に
、
目
録
数
約
一
一
千
巻
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
、
こ
の

こ
と
が
強
い
た
労
働
量
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
が
約
束
し
て
い
る
詩
結
果
か
ら
見
て
も
、
か
な
り
の
功
漬
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
録
を
通
じ
て
と

ら
れ
た
方
法
の
統
一
性
は
、

如
何
な
る
国
も
、

こ
の

終
始
印
象
的
で
あ
り
、

こ
う
し
た
も
の
は
絶
対
に
提
供
し
得
な
い
と
す
ら
言
い
得
る
。

彪
犬
な
仕
事
は
、
ま
っ
た
く
不
正
に
も
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
問
研
究
は
、
協
同
作
業
を
計
画
し
遂
行

す
る
能
力
が
な
い
と
い
う
意
見
に
対
す
る
、
最
良
の
反
論
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
協
同
作
業
が
共
通
の
思
考
法
に
支
え
ら
れ
て
い
た
が
故

に
こ
そ
、
幾
世
代
も
の
文
書
管
理
官
が
、
学
識
と
、
良
心
と
、
利
害
無
視
と
を
も
っ
て
、
歴
史
学
の
最
大
の
利
益
の
た
め
に
、
非
常
な
労
苦
を

費
し
な
が
ら
、
黙
々
と
し
て
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
国
立
文
書
館
で
も
w

そ
の
歴
代
館
長
の
う
ち
最
も
卓
越
し
た
も
の
は
シ

ヤ
ル
テ
イ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、
一
八
六
三
年
に
、

σo丘
町
止
に
よ
っ
て
、
回
一
録
の
雄
大
な
計
画
が
立
案
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

（
切
。
ロ
仲
間
同
ふ
れ
て
エ
リ
・
ベ
ル
ジ
ェ
（
関
口
巾
凶
叩
門
的
21）
、
ノ
エ
ル
＼
ウ
ァ
ロ
ア
〈
Z
C
E
〈
巳
。
目
的
）
、
シ
守
ル
ル
＠
サ
マ
ラ
ジ
（
の
F
E
t一白
ω回目白・

《町
V

E
回
）
、
シ
ャ
ル
ル
・
プ
レ
パ
シ
〈
門
町
田
I
H

－－叩印国
55ω
口
市
〉
、
そ
の
他
多
数
の
努
力
に
よ
っ
て
、
少
し
子
つ
実
現
さ
れ
た
。
シ
ャ
ル
ル
・

v
－

総
長
（
の

R
一
色
、
巾
の
仇
山
口
合
・
己
）
で
あ
っ
た
マ
ル
キ
・
ド
・
一
フ
ボ
ル
ド

（富田

Z巳
白
骨
F
目
・

ジ
ュ
ー
ル
・
グ
ル
デ
ィ
フ

（
同
己
叩
印
吋
，
R
E
O
、
プ
ー
グ
リ
ッ
グ



ラ
ン
グ
ロ
ア
（
の

rhq
－g
〈－

F
E
M
E
O目
印
）
の
文
書
館
総
長
就
任
は
、
我
々
の
国
立
文
書
館
の
組
織
に
、
際
立
っ
て
確
実
な
推
進
力
を
与
え

た
。
彼
が
ア
ツ
リ
・
ス
グ
シ
（
出

gユ
日
止
る
と
協
同
で
書
い
た
「
フ
ラ
シ
ス
史
の
文
書
類
」
（

F
g
〉
2
E
4
2
r
円

E
2
0可
巾
仏
叩

喝

H・E
H
2）
及
び
シ
ャ
ル
ル
・
セ
ィ
一
一
ョ
ボ
（
の
冨
己

2
ω
E
mロ
c
u
cろ
と
協
同
で
書
い
た
「
歴
史
学
研
究
入
門
」
〈
F
・同ロ可
O
門吉円汁
F
c
p
m
C
H一

合口円四巾印げ目的件。円山門戸己叩師
wv
を
、
シ
ャ
ル
ル
・
サ
マ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
ラ
・
プ
レ
イ
ア

l
ド
（
宮
古
公
立
与
叢
書
中
に
刊
行
さ
れ
た
歴
史
学

の
綜
合
（
宮
印
吉
弘

E
2
骨
三
回
目
印
宮
町
叩
）
の
近
著
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

文
書
館
に
散
在
す
る
文
献
史
料
の
研
究
及
び
分
類
と
競
合
し
て
、
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
は
、

ら
れ
て
い
る
、
中
世
に
形
成
さ
れ
た
文
書
集
成
の
印
刷
に
手
を
つ
け
た
。
カ
ル
チ
ュ
レ

l
ル
は
、
他
の
・
あ
ら
ゆ
る
文
献
史
料
の
集
成
に
比
し
て
、

カ
ル
チ
ュ
レ

l
ル

〈の自－

E日
即
日
寸

2
）
と
名
づ
け

同
一
機
関
に
関
係
あ
る
文
書
群
を
提
供
す
る
と
い
う
長
所
を
有
し
て
い
る
。

一
八
四

O
年
に
公
式
に
こ
の
刊
行
の
運
営
を
委
任
さ
れ
た
パ
シ
ジ

ヤ
マ
シ
・
グ
ラ

l
ル
は
、
サ
シ
・
ぺ

i
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ト
ル
の
カ
ル
チ
ュ
レ

1
ル
を
刊
行
し
、
直
ち
に
、
サ
シ
・
ベ
ル
グ
シ
、
ノ

l
ト
ル
・

グ
ム
・
ド
・
パ
リ
及
び
サ
シ
・
ヴ
ィ
グ
ト
ル
・
ド
・
マ
ル
セ

l
ユ
の
カ
ル
チ
ュ
レ

l
ル
の
刊
行
が
こ
れ
に
続
い
一
問
。
ア
ジ
リ
・
ス
グ
シ
民
の
フ

ラ
ン
ス
・
カ
ル
チ
ュ
レ

l
ル
書
識
に
よ
れ
ば
、
一
九
O
七
年
ま
で
に
ブ
ラ
シ
ス
で
は
、
三
百
五
十
二
の
ブ
ラ
シ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
レ

l
ル
が
刊
行

さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
百
五
十
八
、
即
ち
三
分
の
二
以
上
が
、

エコ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
出
身
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

最
後
に
、

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
方
法
の
表
現
そ
の
も
の
で
あ
る
、
我
ら
の
国
立
文
書
館
は
、
単
に
分
類
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、

如
何
に
小
さ
く
ま
と
め
て
も
、
次
第
に
大
量
な
も
の
と
な
る
文
書
類
の
保
存
や
、
破
損
し
た
文
献
の
、
最
も
近
代
的
な
処
理
法
に
よ
る
復
元
や
、

例
え
ば
公
証
人
登
記
原
簿
（
冨

E
Eぽ
円
仏

2
2
0
5日
2
白
）
と
い
っ
た
、
類

Q
cロ
息
切
）
全
体
に
わ
た
る
カ

l
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
検
索
に

つ
い
て
も
亦
、
文
書
館
学
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
校
長
、
ピ
エ

l
ル
・
マ
ロ

に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
「
ア
ル
キ
グ
ィ
ワ
ム
」
（
〉

2
E
i
E
E）
は
、
文
書
館
の
諸
制
度
に
つ
き
情
報
を
与
え
て
比
較
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

終
に
は
日
本
に
お
い
て
も
、
日
毎
に
つ
の
る
関
心
を
呼
び
お
こ
し
て
い
る
。
（
百
巾
円
円
巾
冨
mH・0
同
）
氏
の
イ
ユ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
、

一
九
五
五
年

エ
コ
ー
ル
・
テ
・
シ
ャ
ル
卜
の
業
績
（
森
）

1L 



エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）

。

E

さ
て
、
か
く
て
歴
史
家
は
、
彼
が
利
用
し
得
る
文
献
史
料
と
直
面
し
た
わ
け
で
あ
る
。
第
一
の
条
件
は
そ
れ
ら
を
読
む
こ
と
で
あ
り
、

従
っ
て
書
体
学
（
可
〉
戸
問
。
の
同
k
p
H
M
出
口
出
）
こ
そ
が
、

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
教
育
の
基
盤
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
は
歴
史
学

フ
ラ
シ
ス
は
、
べ
、
不
デ
ィ
グ
ト
会
以
来
、
書
体
学
に
つ
い
て
は
唯
一
の
方
法
を
し
か
も
た
な
か
っ
た
。
即
ち
エ
コ

ー
ル
、
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
そ
れ
で
あ
り
、
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
傑
出
し
た
三
名
の
書
体
学
者
、
レ
オ
ポ
l
ル
・
ド
リ
l
ル
（
F
合
唱
。
E

U
己
u
tポ
ア
シ
リ
・
オ
モ
シ
（
国
内
ロ
ュ
。
目
。
同
）
及
び
モ

l
リ
ス
・
プ
ル

l
（
富
山
口
ユ
日
司

B
U
は
、
そ
の
胎
か
ら
生
れ
た
。
書
体
学

の
基
礎
そ
の
も
の
で
あ
る
。

な
設
備
を
要
求
す
る
。

の
教
育
は
、
古
い
筆
跡
を
解
読
す
る
事
を
学
び
、
或
は
そ
れ
ら
を
分
類
し
、
或
は
そ
の
発
展
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
特
殊

即
ち
複
写
（

pna白
山
密
口
小
印
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
こ
の
学
問
の
教
育
全
般
の
必
須
条
件
で
す
ら
あ
る
。

一
八
三
九
年
以

来
、
そ
の
有
用
性
が
認
識
さ
れ
、
シ
ャ
シ
ポ
リ
オ
ン
・
フ
ィ
ジ
ヤ

y
グ
（

n
E
B
u
o
－－F
B
E
m
g
n）
の
指
導
下
に
、
か
の
注
目
す
べ
き
石
版

《却》

複
製
集
成
の
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
。
以
来
そ
れ
に
系
統
的
に
選
択
さ
れ
た
、
か
な
り
の
数
の
写
真
彫
版
包
岳
山
。
恒
－

mJ22印
）
が
加
え
ら
れ
、

テ
ィ
ロ
の
速
記
号
（
ロ

E
B
寸
町

g
w
g
L
V
以
後
、
解
読
の
難
か
し
さ
で
有
名
な
、
ト
ゥ
ル

l
ズ
の
公
証
人
原
簿
（

E
5
5
5百円
E
g）

に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
主
題
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
五
世
紀
の
、
不
整
形
な
記
号
を
帯
び
た
木
の
棒
、

ヴ
ア
ジ
グ
ル
人
の
グ
プ
レ

y
ト
（
叶
巳
】
H
Z
R印
〈
山
口
弘
m
F与
を
挙
げ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
書
体
学
の
教
授
、
シ

ヤ
ル
ル
・
ベ
ラ
（

gm門戸市印
M
M
2
5
3
氏
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
が
。
書
体
学
の
系
統
的
教
育
は
、
エ
ヨ

l
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
で
は
決
し
て

死
物
の
研
究
で
は
な
い
。
こ
れ
を
教
え
る
も
の
は
絶
え
ず
、
聴
講
者
に
「
発
見
者
」
の
感
激
を
伝
え
よ
う
と
努
め
る
も
の
で
あ
り
、
又
彼
が
、

シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
が
手
写
本
を
前
に
し
て
感
じ
る
筈
の
「
書
体
学
的
な
お
の
の
き
」
（
同
ユ

g
oロ
宮
！
広

o
m
E
－vv
Z
5〉
を
聴
講
者
の
聞
に
呼
び

さ
ま
さ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ま
っ
た
く
の
失
敗
と
感
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
旧
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
校
長
、
モ

1
リ
ス
・
プ
ル

l
の
書

体
学
の
提
要
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
権
威
と
な
っ
て
い
る
。

、、，JE

文
書
が
解
読
さ
れ
且
転
記
さ
れ
る
と
、
更
に
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
残
る
。
こ
の
こ
と
は
言
語
学
（
司
出
口
b
F
0
0回
目
）
の
領
域
に

〆’t
、

属
す
る
。
中
世
の
文
書
は
、
そ
の
大
多
数
が
ラ
テ
シ
語
で
あ
る
。
し
か
し
教
皇
一
庁
文
書
局
（

n
Eロ
2
ロ耳目何回】

O
E出
S
F）
の
ラ
テ
シ
語
が
、



例
え
ば
イ
ノ
ケ
シ
デ
ィ
ク
ス
三
世
の
下
で
、
稀
に
み
る
美
文
の
段
階
に
達
し
た
に
し
て
も
、
文
書
の
ラ
テ
シ
語
は
反
対
に
、
も
し
そ
れ
を
真
に

マ
ス
グ

l
し
よ
う
と
欲
す
れ
ば
、
特
別
な
研
究
を
必
要
と
す
る
野
蛮
な
言
語
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
他
の
す
べ
て
に
ぬ
き
ん
で
て
君
臨
し
っ
．
つ

け
て
い
る
人
物
は
、
旧
エ
コ
ー
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
校
長
、
ジ
み

l
ル
・
キ
シ
ラ
フ
〈

E
z
e
g
q
p
で
あ
り
、
そ
の
技
量
が
役
に
よ

っ
て
、
す
で
に
越
え
が
た
い
完
成
度
に
達
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
を
改
良
す
る
余
地
が
な
い
。

し
か
し
文
書
の
多
数
は
、
俗
語
、
即
ち
戸
田
口
哲
お
円
円
。
口
文
は
目
印
ロ
畑
町
5
q
o
n
で
も
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
い
方
言
の
知
識
は
、
こ

の
種
の
文
献
史
料
の
分
類
及
び
刊
行
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
育
は
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
は
、
ロ
マ
シ
語
研
究
の
一

般
的
入
門
の
性
格
を
と
っ
た
。
こ
こ
で
の
パ
イ
オ
ニ
ア
は
、
ゲ
y
サ
ル
（
の

5mghu）
と
そ
シ
テ
ィ
グ
ロ
シ
（
宮

S
E
E
L
V
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ロ
マ
シ
語
学
の
巨
匠
は
、
論
議
の
余
地
な
く
、
一
八
八
二
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
の
三
十
四
年
間
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の

校
長
で
φ

め
っ
た
ポ

1
ル
・
メ
イ
ヤ
ト
円
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
七
二
年
に
、
こ
れ
も
亦
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
で
あ
る
ガ
ス
ト
シ
・
パ
リ
ス
（
の

g
Z口

忠
丘
町
叫
と
共
に
、
有
名
な
「

p
l
マ
－
一
ア
」
（
同

o
g
E
m）
認
の
発
刊
者
で
あ
り
、
つ
い
で
一
八
七
五
年
に
は
、
「
ブ
ラ
シ
ス
語
古
テ
グ
ス
ト

刊
行
会
」
（

ωoEa
常
的

g
n
w
g
g
M汁
巾
白
骨

S
2
m）
の
創
立
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
精
神
は
、
純
粋
に
知
的
な
友
情
で
結
ば
れ
て

は
い
た
が
、
お
た
が
い
に
正
反
対
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ル
・
メ
イ
ヤ

l
の
考
祭
の
精
密
さ
、
余
り
に
も
鋭
く
、
余
り
に
も
透
徹
し
、
時
と
し
て
は

辛
掠
に
す
ぎ
る
般
の
批
判
、
彼
の
謬
り
の
な
い
言
語
は
、
そ
の
筆
に
よ
る
よ
り
は
、
そ
の
詞
に
よ
っ
て
は
る
か
に
広
汎
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
、

ガ
ス
ト
シ
・
パ
リ
ス
の
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
雄
弁
と
対
峠
し
て
い
た
。
人
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
あ
ち
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
の
教
育
を
う
け
に

－
時
は
ド
イ
ツ
が
我
々
か
ら
そ
の
王
第
を
う
ば
お
う
と
意
図
し
た
、
フ
ラ
ジ
ス
の
ロ
マ
シ
語
学
の

復
興
を
、
彼
ら
は
お
た
が
い
に
相
お
ぎ
な
い
な
が
ら
、
企
劃
し
、
遂
行
し
、
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
名
な
名
前
主
な
ら
ん
で
、
フ

A

開
v

ラ
シ
ス
武
勲
詩
（
小
M
U
C
M
V

常
的
）
を
周
知
せ
し
め
た
レ
オ
ジ
・
ゴ

l
テ
ィ
エ
（

F
Eロ
の

m
E
W吋
）
の
名
や
、
歴
史
学
者
に
し
て
言
語
学
者
、
「
フ

ラ
ジ
ス
語
広
辞
典
」
（
匂
た
否
認
さ
宮
崎
弘
志
E
ご
e
E
E著
書
、
S
B言
）
の
創
始
者
で
あ
忍
ア
ジ
ト
ワ

l
ヌ
・
ト
マ
（
〉
三
O
宮
内
↓
何
回
O

B
知的）

馳
せ
参
じ
た
。
彼
ら
二
人
が
あ
っ
て
こ
そ
、

の
名
や
、

プ
ロ
グ
ァ
シ
ス
語
や
ト
ル
パ
ド
ゥ
ル

（H
H
・0
ロ
σ凶
白
O
戸門的一）

の
詩
を
世
に
知
ら
せ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
シ
ロ
ア

（〉戸時可巾門田

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
総
（
森
）
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Mgロ
円
。
可
）
の
名
を
も
、
同
時
に
想
起
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

仰
古
文
書
を
理
解
し
た
後
に
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
歴
史
学
的
価
値
を
識
別
す
る
こ
と
で
応
る
。
こ
こ
で
別
箇
の
学
問
、
注
文
書
官

2
2）

や
公
文
書
（

2
1
0
5
2〉
の
研
究
、
即
ち
文
書
形
式
学
（
巴
百
一
戸
。
冨
k
p叫，

H
D
C開
）
が
介
入
す
る
。
文
書
形
式
学
の
目
的
は
、
オ
H
ジ
ナ
ル

と

コ

ピ

！

と

を

、

真

正

な

文

書

と

偽

文

書

と

を

区

別

す

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

こ

に

導

入

さ

れ

て

い

る

鼠

入

又、

こ
と
コ
ピ
ー
に
関
し
て
は
、

〈
E
5
4
0
H
m片山
Oロ
与
を
見
わ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

は
、
そ
の
際
に
書
式
集
（
同
日
自
己
宮
町
市
）
の
研
究
を
行
な
う
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
用
は
、
は
じ
め
に
は
考
え
ら
れ
な
い
範
囲
に

文
書
形
式
学
は
、

文
書
を
形
式
公
O
円
自
巾
）
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
文
書
形
式
学

お
よ
ぶ
。
何
と
な
れ
ば
、
文
書
作
製
の
諸
規
則
の
知
識
を
欠
い
て
い
た
こ
と
で
、
如
何
に
多
く
の
歴
史
家
た
ち
が
、
単
な
る
様
式
上
の
き
ま
り

文
句

Q
R
B己
刊
）
に
、
そ
れ
ら
に
は
な
い
特
殊
な
価
値
を
賦
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
が
誤
っ
た
判
断
を
避
け
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
あ
る
種
の
定
式

2
2
5己
巾
）
は
不
動
の
も
の
と
な
り
、
す
べ
て
の
意
味
を
失
な
っ
た
後
に
も
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
す

こ
う
し
て
、
特
に
中
世
に
閲
す
る
場
合
に
は
、
あ
る
君
主
（
印
。

5，
qm山
口
）
の
名
に
よ
る
冒
頭
句
を
も
っ
法
文
書
か
ら
、
我

る
必
要
が
あ
る
。

我
は
余
り
に
も
し
ば
し
ば
、
こ
の
君
主
が
、
か
く
か
く
の
事
件
に
、
個
人
的
に
関
係
し
て
い
る
と
結
論
す
る
か
た
む
き
が
あ
る
。
時
に
は
そ
こ

か
ら
、
君
主
の
精
神
的
性
格
の
諸
特
徴
が
導
き
出
さ
れ
る
に
い
た
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
即
ち
こ
れ
ら
が
文
書
形
式
学
が
警
戒
し
て
い
る
、
で
た

ら
め
な
演
縛
で
あ
る
。
他
方
、
文
書
の
批
判
は
、
十
九
世
紀
に
な
ら
な
い
と
、
学
術
的
に
完
全
な
公
正
さ
に
到
達
し
得
な
か
っ
た
。
文
書
が
実

用
面
で
、
有
用
な
何
も
の
か
で
あ
っ
た
限
り
は
、
一
文
書
の
断
罪
が
、
主
張
や
特
権
を
破
壊
し
か
ね
な
か
っ
た
し
、
又
そ
の
復
権
が
、
他
人
の

諸
権
利
を
創
出
し
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
文
書
が
法
的
価
値
を
す
べ
て
失
な
っ
て
、
歴
史
学
的
文
献
史
料
に
す
ぎ
な
く
な
る
と
、

後
顧
の
う
れ
い
な
く
、
誰
か
を
利
し
、
あ
る
い
は
犯
す
と
い
う
危
憧
な
し
に
、
そ
れ
ら
を
自
由
に
批
判
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
遂
行
さ
れ
た
文
書
形
式
学
的
批
判
の
詩
研
究
は
、
注
目
す
べ
き
綜
合
に
達
し
た
。
ヱ
コ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル

内出》

ト
教
授
ジ
リ
！
〈

2
3）
の
、
一
八
九
三
年
に
出
た
、
文
書
形
式
学
概
論
（
宮
山
口
戸
包
含
念

1
0
E
R
E
5）
が
そ
れ
で
あ
る
q

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
前
に
、

一
八
五
六
年
以
来
、

レ
オ
ポ
ー
ル
e

ド
リ
l
ル
（
F
E
H
M
O
E
ロ
己
目
的
戸
内
）
が
壬
の
文
書
形
式
学
の
分
野



で
の
制
始
者
で
あ
っ
た
。

《
口
碑

V

3
害、句、也記望号）

情
川
円
十
由
、

1
2
V
 

一
八
五
六
年
に
出
た

「
フ
ィ
リ
y
プ
・
ォ

l
ギ
ュ
ス
ト
文
書
カ
グ
ロ
グ
」

（《リミミ。
h

志
向
＆
r
w
h
A
n
H
S
九四

で
、
フ
ラ
シ
ス
王
の
真
正
文
書
刊
行
の
方
法
に
、

途
を
拓
い
た
の
で
あ
る
。

カ
ロ
リ
シ
グ
時
代
以
来
の
フ
ラ
シ
ス
諸
王

の
文
書
集
成
が
次
々
と
出
版
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
カ
ベ

1
諸
王
の
書
式
の
発
展
の
す
べ
て
が
、
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
い
に
エ
コ
ー

ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
の
文
書
形
式
学
的
方
法
は
、
一
九
六
二
年
に
出
た
雄
篇
に
そ
の
到
達
点
を
見
出
し
た
。
一
ニ
十
五
年
間
こ
の
分
野
を
エ
コ
ー

ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
教
え
て
来
た
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
テ
シ
エ
叶

2
丘
町
司
）
氏
の

《田
ν

送
ミ
全
寝
苦
】
刃
向
一
～
問
、
Y
一
ぬ
忠
明
ね
な
る
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
フ
ラ
シ
ス
王
文
書
形
式
学
」
（
h
a
h
H
e～？

レ
オ
ポ

l
ル
・
ド
リ

1
ル
は
、
同
時
に
、
教
皇
文
書
形
式
学
の
分
野
で
も
、
創
始
者
で
あ
っ

た
。
彼
の
「
イ
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ワ
ス
三
世
の
文
書
」
（

hgミ
ミ

8
5
5
に
関
す
る
論
対
は
、
教
皇
文
書
摘
要
簿
（
同

a
g
m
J
O
E
S
a

ロ
ー
マ
・
ブ
ラ
シ
ス
学
院
（
円
同

gH巾
同
吋
白
石
巴
叩
巾
色
町
一
問
。
日
巾
）

（の

mO門市
川
巾

g
z
u
C
刊
行
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
摘
要
簿
刊
行
の
名
誉
は
、

に
帰
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
「
イ
ノ
ケ
ン
デ
ィ
ク
ス
四
世
文
書
摘
要
簿
」
（
河
町
内
宮
ミ
旬
、
な
ぎ
な
ミ

H
3
を
も
っ
て
そ
の
創
始
者
で
あ
っ

た
エ
り

l
・
ベ
ル
ジ
ェ
以
来
、
十
六
編
纂
者
の
う
ち
十
三
人
が
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
か
ら
出
て
い
る
こ
と
は
、
是
非
と
も
指
摘
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
刊
行
は
他
方
、
歴
史
家
に
歴
史
学
的
文
献
史
料
の
宝
庫
を
ひ
き
わ
た
し
た
と
い
う
効
用
以
上
に
、
他
の
効
用
が
あ
っ
た
。

こ
の
刊
行
は
、

一
八
八
O
年
ま
で
は
「
何
人
も
入
ら
ず
、
何
物
も
出
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
た
、
ヴ
7

テ
ィ
カ
ジ
の
文
書
庫
の
開
放
の
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

、，，JV

し
か
し
、
形
式
の
研
究
は
、
そ
れ
の
み
で
は
法
文
書
の
全
き
知
識
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
文
書
形
式
学
が
公
法

〆，‘、
ι，HOZω
司
何
回
目
し

H
C口開
ω〉
学
に
、
一
歩
を
ゆ
ず
ら
ざ
る
を
得
ぬ
点
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
過
去
の
フ
ラ
シ
ス
の
政
治
行
政
機
関
に
関
す

る
研
究
は
、
プ
l
グ
リ
ッ
グ
（
切

o
E
R伊
が
そ
の
創
始
者
で
あ
っ
た
。
社
会
階
級
の
研
究
、
封
建
制
の
誕
生
、
で
ご

l
ヌ
運
動
は
、
と

QZω
吋
コ
，
d
a

亦、 ル
テ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
枚
挙
し
よ
う
と
思
う
だ
に
数
が
多
す
ぎ
る
程
の
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
。
カ
ベ

l
王
権
と
そ
の
諸
機
関
も

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
当
時
ま
で
歴
史
家
は
、
一
般
王
令
（

Hg
。
与
。
ロ
ロ

8
2白
忠
量
削

E
H
m）

の
彼
方
を
、
そ
の
他
の
文
献
史
料
が
お
び
た
だ
し
く
、
且
分
散
し
て
い
る
の
に
お
そ
れ
を
な
し
て
、

一
切
眺
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
績
（
森
）
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二
回

る。

一
方
、
十
三
世
紀
以
来
の
王
権
の
作
用
を
計
り
、
行
政
諸
機
関
の
機
能
を
説
明
す
る
た
め
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
王
の
行
政
命
令
書

c
g
自
国
ロ
号
自

g
Z
2
3
R）
で
あ
り
、

（戸市
ω
宮巴
MM山
内
門
的
門
戸
内
臼
え
B
Z
佐々
E
H
O
S
E
S－2
）
で
あ
り
、

地

方

行

政

書

類

訴

訟

書

類

。21
p
n店
内
庁
官
。
n
E再
開
〉
で
あ
り
、
主
の
誇
裁
治
権
者
の
印
を
付
し
た
文
書
（
目
白
血
凶
の
け
2
M
M問
自
営

8
5
Z
的
。
宮
口
円
四
巾
臼
〕
ロ
ユ
門
回
目
？

《岡山

氏。ロ臼
H
O
吉
田
町
的
）
で
あ
忍
。
そ
の
際
に
こ
そ
我
々
は
、
諸
制
度
の
真
の
働
ぎ
を
、
生
き
た
姿
で
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
フ
レ

y
ド
・
コ

ヴ
ィ
ル
〈
匡
守
主

2
1
H
Z）
が
地
方
三
部
会
（
型
丘
町
買
雪
山
口
わ
仲
間
民
）
に
、
フ
ェ
リ
ザ
グ
ス
・
ォ

l
ベ
ル
（
京
医

kvcσ
叩
ユ
）
が
パ
リ

高
等
法
院
（
阿
古
ユ
叩

g
g
H
宏
司
陪
円
以
に
、
ノ
エ
ル
・
ヴ
ァ
ロ
ア
（
Z
忌
日
〈
巴
丘
町
〉
が
国
王
顧
問
官
会
議
（
（
U
8
2出
合
同
色
）
回
、
ギ

円制》

ユ
ス
グ
グ
・
フ
ア
エ
エ
（
の

5
仲
間
〈
何
回
り
防
相
官
民
自
）
、
デ
ュ
ポ
シ
・
フ
ェ
リ
エ
（
ロ
ロ
円

5
5・司
2
ユ
町
市
）
、
最
も
最
近
で
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ロ

ー
ト
（

p
a
z
g門H
F
O同
〉
と
ロ
ベ
ー
ル
・
フ
ァ
ヴ
テ
ィ
エ
（
刻
。

σ
q仲
間
担
当
片
山
巾
円
）
日
が
、
財
政
史
に
適
用
し
た
の
は
、
こ
の
方
法
で
あ
っ

た
、‘，JWH
 

〆，‘、
売
却
、
贈
与
、
遺
言
こ
そ
は
、
文
書
の
小
銭
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
旧
フ
ラ
シ
ス
の
私
法
（
U
同
O
H
A，

H
Y
E
J
1
同
）
を
知
る
と
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
公
権
に
よ
る
文
書
は
、
多
分
文
書
の
最
大
多
数
を
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
私
文
書
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
契
約
、
債
貸
借
、

エコ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
方
法
を
、
法
史
の
研
究
に
適
用
す
る
こ
と
は
、

非
常
な
困
難
を

課
し
た
。
事
実
如
何
な
る
学
問
も
、
こ
れ
以
上
に
、

法
（
－
o
U）
や
法
典
（
の
o号
臼
）
の
テ
グ
ス
ト
の
研
究
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
、

又

こ
れ
以
上
に
、
抽
象
的
思
弁
に
と
じ
こ
も
っ
た
も
の
も
な
い
。
原
則
含
課
す
る
も
の
で
あ
る
法
の
研
究
に
、
そ
れ
ら
の
原
則
を
作
用
に
移
す
文

書
の
検
討
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
最
初
は
一
種
の
革
命
と
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
は
法
に
と
っ
て
、
生
き
、
且
動
く

註
釈
で
あ
る
。
一
八
五
九
年
以
来
、
ヮ
1
ジ
ェ

1
ヌ
・
ド
・
ロ
ジ
ェ

l
ル
（
開
己
m
叫
ん
げ
巾
含
問
。
江
町
巾
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
、
最
初
の
法

書
式
集
成
（
円
巾

2
巾
口
白
仏
内
同
日
自
己
小
川
ゾ
ゃ
、
ロ
ド
ル
フ
・
グ
レ
ス
時
〈
問
。
ι
c
qげ
叩
ロ

R
m師
同
巾
）
と
ア
ド
ル
フ
及
び
ジ
ュ
ー
ル
・
グ
ル
デ
ィ

A

回）

フ
（

k
r
E
q
z
z
』巳
g
寸
mw
丘
町
同
）
の
、
慣
習
法
書
（

n
o
z
E
B日刊誌）

で
あ
る
ジ
自
ゼ
フ
・
グ
ル
デ
ィ
フ

Q
C臼巾
U
V
叶日－

e
o
は、

一
時
期
を
劃
し
、
彼
ら
の
息
子
に
し
て
甥

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
憤
官
法
（

z
n
o
E
C
g
m
p
z
o吋
ヨ
回
注
目
巾
）

の
最
初
の
諸
版
は
、

の
研
究
に
、



そ
の
名
を
冠
す
る
こ
と
と
な
っ
目
。
し
か
し
、
法
史
の
分
野
で
の
エ
コ

1
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
の
方
法
は
、
ポ
l
ル
・
ヴ
ィ
太
レ
（

3
巳
〈
問
。
ゲ

一
八
九
三
年
及
び
一
九
O
五
年
に
出
し
た
有
名
な
概
論
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
真
に
完
成
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
オ
レ
は
そ
の

－Z）
が
一
八
八
五
年
、

際
に
現
実
主
義
者
と
し
て
登
場
す
る
。
彼
は
抽
象
的
な
法
律
体
系
に
、

一
切
と
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
彼
が
探
究
し
た
も
の
、
そ
れ
は
事
実
で
あ

っ
た
。
彼
は
合
法
的
な
名
目
を
も
た
な
い
力
、
法
典
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
し
ば
し
ば
最
も
実
効
力
の
あ
る
力
に
よ
っ
て
、
挫
折
さ
せ
ら
れ

る
立
法
者
の
権
力
を
一
不
す
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
。
彼
が
書
い
た
も
の
の
ベ

I
J
V
の
す
べ
て
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
る
彼
の
人
格
は
、
魅
力
に
あ

ふ
れ
、
且
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
彼
は
我
が
師
で
あ
り
、
私
は
二
十
五
年
間
棋
の
講
座
を
占
め
、
そ
こ
で
、
彼
が
我
々
に
教
え
た
方
法
に
よ

っ
て
、
私
法
及
び
教
会
法
史
の
講
義
を
す
る
名
誉
を
有
し
た
。
し
か
し
、
私
個
人
の
比
較
法
へ
の
興
味
ゃ
み
が
た
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
拡
張
を

ほ
ど
こ
し
た
。
土
地
に
関
す
る
腰
史
家
、
ロ
ジ
ェ
・
グ
ラ
ジ
（
H
N
c
m
2
D
Sロ
門
同
）
氏
は
、
私
の
直
接
の
先
任
者
で
あ
っ
た
。

教
会
法
は
、
そ
の
研
究
を
無
視
し
得
る
に
は
、
中
世
フ
ラ
ン
ス
法
の
中
に
、
事
実
余
り
に
も
深
く
入
り
こ
ん
で
い
る
。
中
世
法
史
家
は
、
公

－
私
法
を
問
わ
ず
す
べ
て
、
殆
ん

E
必
然
的
に
教
会
法
の
研
究
へ
と
導
か
れ
た
。
エ
コ
ー
ル
・
デ
－

Y
ャ
ル
ト
が
こ
の
分
野
で
生
ん
だ
巨
匠
は

ポ
l
ル
・
フ
ル
ニ
エ
（
℃
m己
明
O
H
E巾
る
で
あ
り
、
そ
の
教
会
法
集
成
の
研
究
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
書
か
れ
得
た
す
べ
て
に
、
依
然
と

し
て
卓
越
し
て
い
る
o

w
今
ま
で
に
の
ベ
て
き
た
六
学
科
群
に
よ
っ
て
、
過
去
の
法
行
為
や
文
書
に
つ
い
て
の
完
全
な
理
解
に
到
達
し
た
も
の
も
、
そ
れ
だ
け
で

す
ま
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
歴
史
は
、
文
畜
類
の
文
献
史
料
と
、
同
時
代
の
年
代
記
作
者
の
物
語
〈
正
巳
Z
）
と
の
、
批
判
的
結
合
に
よ
っ

て
し
か
書
か
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
前
者
は
事
実
を
提
供
す
る
。
し
か
し
後
者
は
、
時
と
し
て
そ
れ
ら
の
原
因
、
状
況
、
結
果
を
識
別
し
得
る

よ
う
に
す
る
。
彼
ら
年
代
記
作
者
の
意
見
を
知
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
彼
ら
の
物
語
の
価
値
を
論
ず
る
た
め
で
あ
る
に
せ
よ
、
不
可
欠
で

あ
る
。
記
述
テ
グ
ス
ト
の
様
々
の
ジ
ャ
シ
ル
を
特
徴
ず
け
、
ブ
ラ
シ
ス
や
隣
接
諸
邦
で
作
ら
れ
た
作
品
の
う
ち
で
、
知
っ
て
お
く
だ
け
の
重
要

性
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
を
派
（
開

g
Z）
又
は
主
題
別
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
各
自
が
、
如
何
な
る
時
代
、
如
何
な
る
地
域
、
如
何

な
る
人
物
、
あ
る
い
は
如
何
な
る
事
実
に
つ
い
て
、
情
報
守

g印丘
mロ巾
5
3一Z
）
を
与
え
得
る
か
を
示
し
、
権
威
を
評
価
し
、
且
そ
の
た
め

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
総
（
森
）

二
五
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コ
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ル
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ニムハ

に
作
者
と
、
そ
の
編
纂
の
環
境
と
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
学
術
を
、
我
々
は
記
述
史
料
学
〈
回
目
↓
。
河

5
の
同
〉
沼
口
開
）
と

呼
ぶ
。
こ
の
学
術
は
、
こ
れ
ら
記
述
史
料
の
信
液
性
を
は
か
り
、
物
語
が
そ
の
構
成
要
素
を
く
み
と
っ
た
源
泉
を
さ
ぐ
り
、
こ
れ
ら
の
原
型
を

決
定
し
、
最
後
に
は
、
そ
れ
ら
の
相
つ
ぐ
編
纂
過
程
を
区
別
し
、
そ
の
最
良
の
版
を
指
示
す
る
。

エヨ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
は
、
二
学
年

聞
こ
の
分
野
に
つ
い
て
教
え
る
。

歴
史
家
シ
メ
オ
ン
・
リ
ュ

l
ス

ブ
ラ
シ
ス
史
記
述
史
料
の
講
義
は
、
一
八
八
二
年
に
は
じ
め
て
創
設
さ
れ
、
ま
ず
十
五
世
紀
を
専
門
と
す
る

（
ω即
日
吉
ロ

F
1切
）
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
一
八
九
二
年
に
、
比
類
な
き
巨
匠
オ

l
ギ
ユ
ス
ト
・
モ
リ
ニ
エ

〈凡戸戸

mgzzoH宮
山
内
与
が
彼
と
代
っ
た
が
、
後
者
は
、
五
巻
本
で
、
「
フ
ラ
ジ
ス
史
史
料
、
起
源
か
ら
イ
タ
リ
ア
戦
役
ま
で
」
（

A
旬
。
買
n
g

h
e

豆町
h

S
受
話
吾
、
言
語
F

＆
官
雪
合
刊
誌
h
n
H
R
H
h
刊
忠
実
認
h
h

ミミ
5
v）
の
綜
合
を
な
し
と
げ
た
。
こ
れ
は
編
年
記
（

85Uω
）
、
年
代
記

（
岳
円
。
ロ

5
5白
）
、
伝
記
（
σ円omH・3
F
W臼
）
の
、
批
判
的
な
、
且
成
立
年
代
頃
の
総
覧
（
「
b
u
m
－
。
町
内
）
で
あ
り
、
中
世
の
歴
史
的
文
献
に
閣

す
る
最
も
完
全
な
歴
史
を
含
む
、
貴
重
な
作
業
便
覧
で
あ
る
。
こ
の
巻
を
通
読
し
つ
つ
、
我
々
は
、
一
世
紀
の
聞
に
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
編
年
記
や
年
代
記
の
お
び
た
だ
し
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

ーノ四
番
か
れ
た
文
献
史
料
の
み
が
、
過
去
に
関
し
て
証
言
す
ベ
く
喚
問
さ
れ
る
証
人
で
は
な
い
。
歴
史
家
が
、
記
念
物
（
5
0ロロ
5
3
Z）

や
そ
の
他
の
遺
物
守

2
江
尚
巾
与
が
、
要
す
る
に
考
古
学
（
〉
関
口
出
E
U
F
Oの
冒
）
の
分
野
に
属
す
る
も
の
が
も
た
ら
す
情
報
を
考
慮
に
入
れ

ぬ
場
合
に
、
消
え
去
っ
た
世
代
の
物
質
生
活
に
つ
い
て
彼
は
、
充
分
に
通
じ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
建
造
物
（
注
目
目
的
）
や
絵

画
や
彫
刻
は
、
そ
れ
ら
が
刺
用
さ
れ
る
前
に
、
文
書
や
年
代
記
と
ま
っ
た
く
同
様
な
批
判
を
へ
、
正
確
に
年
代
を
決
定
す
る
と
い
う
条
件
の
下

に
、
我
々
の
先
祖
の
精
神
的
知
的
生
活
に
つ
い
て
、
我
々
を
啓
蒙
し
て
く
れ
る
。
考
古
学
は
、
エ
コ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
は
、
一
八
四
六

年
以
来
教
え
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ュ
ー
ル
・
キ
シ
エ
ラ
（
』
己
2
P
E
n
F巾
E
C
が
最
初
に
こ
の
席
を
占
め
、
謬
る
こ
と
の
な
い
方
法
を
も
た
ら

し
た
。
彼
の
後
に
、
彼
に
な
ら
っ
て
考
古
学
者
の
大
軍
団
を
作
り
上
げ
た
の
は
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ラ
ス
デ
イ
リ
ー
（
H
T）

Z
Z
号

F
g
g
u「円円。）

で
あ
り
、
彼
ら
の
著
書
は
、
今
日
考
古
学
の
全
分
野
で
の
権
威
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
こ
こ
に
、
プ
リ
ュ
グ
リ
ス
（
切

E
Eロ
印
）
、
カ
ミ
l
ユ

〔凹ゾ

・
ア
と
フ

l
ル
（

C
m
E
Z
別
居
間
）
、
ク

i
ジ
ェ

l
ヌ
・
ル
フ
ェ

l
ヴ
ル
・
ポ
ン
グ
リ
ス
（
開

g
m
f
Z
2
4
3・2
E
m日
目
的
）
、
マ
ル
セ
ル

・
ォ

l
ベ
ル
（
宮
川
同
店
己
〉
吾
i
J
d

の
名
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
で
こ
の
教
育
は
、

今
日
ジ
ヤ
ジ
・
ユ
ベ



ー
ル
（
』

gロ
出
口
H
u
m
E
）
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
む
し
か
し
私
は
こ
れ
以
上
言
葉
を
重
ね
よ
う
と
は
思
わ
ず
、
同
様
に
、
貨
幣
学
（
ロ
ロ
B
U・

5
E
E口
市
）
、
印
爾
盟
学
（
曲
目
関
口

rms
－M円
巾
）
及
び
紋
章
学
（
σ目
白
印
。
ロ
）
が
、
前
世
紀
に
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
全
く
一
新
さ
れ
た
こ
と

を
記
憶
さ
れ
た
く
、

E

一
般
に
は
第
一
番
目
に
あ
げ
る
習
慣
と
な
っ
て
い
る
学
術
、
即
ち
書
誌
学
（
∞
口
山
口
。
の
同
〉
司
同
日
開
）
に
つ
い
て
、
我
々
が
い
ま
だ
に

〆’‘、
語
っ
て
お
ら
ぬ
こ
之
は
、
奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
正
に
、
エ
コ

i
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
方
法
が
、
セ
カ
ン
ド
・
ハ
シ
ド

一
言
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

の
著
書
の
仲
介
に
よ
っ
て
過
去
に
達
す
る
こ
と
を
避
け
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
自
分
自
身
が
過
去
と
直
接
接
触
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
又
、
こ
の
学
問
は
学
生
た
ち
に
、
第
一
学
年
か
ら
教
え
こ
ま
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
す
で
に
徹
底
的
に
研
究
さ
れ
つ
く
し
た
テ

l

マ
に
体
あ
た
り
し
た
り
、
既
刊
テ
グ
ス
ト
を
未
刊
と
思
い
こ
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
問
時
に
、
彼
ら
の
テ
！

マ
に
つ
い
て
、
惑
い
こ
と
や
、
と
る
に
足
ら
ぬ
こ
と
や
、
良
い
こ
と
す
ら
も
、
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
す
べ
て
に
つ
い
て
、
予
備
的
な

読
書
を
即
刻
始
め
る
よ
う
に
、
き
っ
ぱ
り
と
申
し
渡
さ
れ
る
が
、
こ
の
読
書
は
彼
ら
に
先
入
観
を
与
え
、
彼
ら
が
文
献
史
料
に
直
面
す
る
で
あ

ろ
う
日
に
、
彼
ら
の
知
覚
を
に
ぶ
ら
せ
る
以
外
の
効
果
は
な
い
。
そ
の
技
量
の
た
し
か
な
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
の
研
究
や
方
法
を
コ
ジ
ト
ロ

ー
ル
す
る
術
の
な
い
先
輩
た
ち
の
示
唆
に
よ
っ
て
、
ま
ず
最
初
に
彼
の
精
神
を
み
た
し
て
し
ま
わ
な
い
方
が
、
彼
自
身
の
着
想
が
よ
り
よ
く
芽

生
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、

一
度
研
究
作
業
が
完
了
し
、
彼
自
身
の
着
懇
が
は
っ
き
り
と
姿
を
あ
ら
わ
し
、
彼
の
綜
合
が
熱
す
る
や
、

そ
の
時
に
こ
そ
、
テ

1
マ
に
つ
い
て
、
す
で
に
な
さ
れ
た
演
緯
と
、
彼
自
身
の
演
緯
と
を
対
決
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
瞬
間

に
良
き
研
究
者
は
、
愚
劣
さ
と
俗
悪
さ
が
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
一
連
の
著
書
を
、

一
瞥
を
も
っ
て
一
掃
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
テ
グ

ス
ト
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
歴
史
家
た
ち
の
構
成
物
に
、
い
さ
さ
か
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
又
彼
が
、
彼
の
デ

i
マ
の
一

部
が
、
誰
か
誠
実
な
歴
史
家
に
よ
っ
て
、
す
で
に
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
発
見
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
こ
そ
事
態
は
、
彼
に
と
っ

て
極
め
て
興
味
あ
忍
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
同
様
に
良
心
的
な
二
人
の
歴
史
家
が
、
同
一
デ
グ
ス
ト
に
つ
い
て
研
究
し
た
場

合
（
例
え
ば
メ
ロ
グ
ィ
シ
グ
王
令
可
芯

2
1
m
白
骨
2
E
E的
を
挙
げ
よ
う
）
、
確
実
に
同
じ
結
論
に
達
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
稀
だ
か
ら
で

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
業
紡
（
森
）

Eじ
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八

あ
る
。

フ
一
ア
ジ
ス
地
方
吏
及
び
－
般
史
研
究
の
著
書
固
で
、
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
の
量
は
英
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

中
で
、
我
々
を
絶
え
ず
驚
か
せ
る
の
は
、
す
で
に
開
拓
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
分
野
を
と
り
あ
げ
て
、
新
文
献
史
料
を
も
た
ら
し
、
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
新
し
い
視
野
を
打
た
て
た
も
の
、
要
す
る
に
歴
史
学
を
進
歩
さ
せ
た
も
の
の
数
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
真
に
、

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ

ヤ
ル
ト
の
方
法
の
勝
利
で
あ
る
。

室
田
誌
学
の
学
術
か
ら
、
要
す
る
に
そ
の
実
用
佑
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
図
書
館
学
（
回
目
F
H
O↓
国
関
向
。

z。
富
岡
阿
）
に
移
る
の
は
、

極
め

て
当
然
で
あ
る
。
書
籍
の
入
手
に
と
っ
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
組
織
的
分
類
や
、
又
同
様
に
検
索
に
と
っ
て
必
要
な
事
を
理
解
す

る
た
め
に
も
、
よ
い
方
法
を
身
に
つ
け
た
司
書
が
他
の
す
べ
て
に
対
し
て
も
つ
優
越
性
は
否
み
が
た
い
。
図
書
館
は
文
書
館
と
同
様
に
重
要
な

歴
史
の
貯
蔵
庫
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
、
図
書
館
が
し
ば
し
ば
、
様
々
な
途
を
通
っ
て
流
出
し
た
公
式
畜
類
の
多
数
を
集
め
て
い
る
か
ら
の
み

だ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
な
く
、
更
に
文
学
的
作
品
、
編
年
記
や
年
代
記
の
手
写
本
が
、
す
で
に
見
た
如
く
に
、
公
・
私
文
書
に
つ
い
で
、
過
去
の
再
構
成
に
必
要

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
は
、
文
書
館
の
そ
れ
程
で
は
な
い
が
、
し
か
し
有
効
な
方
法
で
、
図
警
館
の
管
理
に
参
与
し
て

き
た
。
そ
の
参
与
す
る
度
合
い
は
日
毎
に
高
ま
っ
て
お
り
、
か
く
て
図
書
館
に
、
歴
史
学
的
文
献
史
料
の
セ
シ
ス
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
我

我
の
パ
リ
の
国
立
図
書
館
の
組
織
、
特
に
レ
オ
ポ

l
ル
・
ド
リ

i
ル
の
業
績
で
あ
る
手
写
本
部
の
制
度
は
、
正
し
く
模
範
た
り
得
る
も
の
で
あ

る
。
エ
コ
ー
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
を
出
た
司
書
は
、
絶
え
ず
、
図
書
館
と
は
生
き
た
機
関
で
あ
り
、
ま
ず
公
共
に
最
も
利
益
の
あ
る
よ
う
な
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
、
極
め
て
純
粋
な
感
情
を
有
し
て
来
た
。
今
日
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
図
書
館
、
学
の
諸
原
則

の
多
く
は
、

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
に
よ
っ
て
革
新
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
が
、
海
外
に
文
書
館
や
図
書
館
を
設
置
し
た
際
に
、

フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
実
現
を
、
ア
ル
シ
グ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ラ

ー
フ
に
一
任
し
た
。
例
え
ば
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
模
範
的
な
組
織
者
で
あ
る
、
ピ
エ

l
ル
・
ド
・
ス
ニ
グ
ァ
ル
（
白
雪
ヨ
号
。

g守
巳
）
に

フ
ラ
シ
ス
保
護
領
モ
ロ
ッ
コ
の
図
書
館
及
び
文
書
館
組
織
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
様
に
C
・
フ
ォ
ー
ル

よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、

〆戸町、

「3

明，

P
E
吋
巾
〉
氏
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
セ
ネ
ガ
ル
及
び
フ
ラ
ン
ス
領
西
ア
フ
リ
カ
の
文
書
館
及
び
図
書
館
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
り
、
最
後
に
今
は



な
き
向
僚
ポ

l
ル
・
プ

l
デ
（
可
知
己
回
O
ロ
仏
旦
）
氏
に
よ
っ
て
、

ト
シ
キ
シ

一
九
一
八
年
以
来
、
す
み
ず
み
ま
で
創
り
上
げ
ら
れ
た
東
京
及
び
安
南
の
文

書
館
と
図
書
館
の
場
合
も
そ
れ
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
諸
国
が
、
新
時
代
と
と
も
に
独
立
を
獲
得
し
た
後
も
、
そ
こ
か
ら
エ
コ

i
ル
ニ
ア
・
シ
ャ
ル
ト
に
若
者
が
送
ら
れ
続
け
た
。
彼
ら

は
外
国
人
留
学
生
と
し
て
来
、
ブ
ラ
シ
ス
人
と
同
じ
学
位
記
（
企
1
0
5与
を
与
え
ら
れ
て
去
る
。
こ
う
し
て
毎
年
、
結
い
安
南
人
や
、
チ
ュ

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
人
が
、
四
学
年
の
勉
学
や
研
究
の
後
に
、
フ
ラ
シ
ス
入
学
生
と
同
じ
試
験
を
う
け
、
ア
ル
シ

ニ
ジ
ア
人
ゃ
、
セ
、
ネ
ガ
ル
人
や
、

グ
ィ
ス
ト
・
パ
レ
オ
グ
ヲ

l
フ
の
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
に
、
そ
の
故
国
で
、
実
用
上
極
め
て
有
用
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
て
お
り
、
し
か
も
他
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
方
、
法
を
、
適
用
す
る
こ
左
を
許
す
も
の
で
あ
る
。

結
び
に
あ
た
っ
て
私
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
が
少
な
く
と
も
三
十
年
来
立
て
て
い
る
祈
念
を
新
た
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

こ
の
祈
念
は
、
今
回
、
過
去
に
お
い
て
よ
り
は
、
は
る
か
に
実
現
可
能
な
よ
う
に
、
私
に
は
忌
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
若
い
学
者
が
、
真
の

歴
史
学
へ
の
熱
意
と
情
熱
と
に
充
ち
て
、
エ
コ
ー
ル
ニ
ア
・

γ
ャ
ル
ト
の
学
生
生
活
を
共
に
し
に
来
る
の
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
も
と
よ

り
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
が
、
そ
の
ベ
シ
チ
に
、
吉
川
・
森
・
下
野
・
鷲
田
の
諸
氏
の
如
き
、
す
で
に
一
家
を
な
し
て
い
る
若
い
教
授
を
、

聴
講
生
の
資
格
で
む
か
え
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
私
は
彼
ら
が
、
そ
こ
で
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
、
利
益
を
引
出
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
よ
り
多
く
を
望
み
た
い
。

一
乃
至
二
学
年
は
、

エコ

l
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
方
法
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
最
上

の
意
図
を
も
っ
て
し
て
も
、
充
分
で
は
な
い
。
必
要
な
こ
と
は
、
そ
の
学
科
課
程
全
体
を
履
修
す
る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
入
学
生
に
対
す
る
入

学
試
験
の
問
題
は
、
同
等
学
力
認
定
念
円
山
口
Z
m
H
g
n
g）
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
必
要
な
こ
と
は
、
続
い
て
一
学
年
一
学
年
と

三
年
間
、
少
し
ず
つ
し
か
身
に
つ
か
な
い
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
修
行
の
途
を
た
E
る
こ
と
で
お
る
。
そ
れ
に
続
く
六
ヶ
月
の
期
限
で
、
教
え
ら
れ

た
方
法
に
応
じ
て
作
製
さ
れ
た
論
文
を
、
こ
れ
ら
の
方
法
が
実
に
我
が
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
充
分
に
示
す
た
め
に
、
提
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

私
は
こ
れ
が
多
く
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
、
程
度
の
高
い
日
本
の
学
校
教
育
は
、
す
で
に
極
め
て
長
い

在
学
年
限
と
、
困
難
な
学
習
と
を
要
求
し
て
い
る
し
、
の
み
な
ら
ず
、
若
い
研
究
者
を
二
年
以
上
フ
ラ
ジ
ス
に
留
め
て
お
く
こ
と
を
許
す
詩
便

エコ

i
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
卜
の
業
績
（
森
〉

:JL 
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S
T
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I
N
 (Henri :

 1832-1940). 
L
A
N
G
L
O
I
S
 (Ch. 
-V.) 
et 

S
T
E
I
N
〔H
ふ
L
e
s
Archives 

de 
l'histoire 

de 
France, 

Paris, 
1891-1893, 

3
 vol. 

（お）
S
E
I
G
N
O
B
O
S
 
(Charles 

:
 1854-1942). 

L
A
N
G
L
O
I
S
 
et 

S
E
I
G
N
O
B
O
S
,
 Introduction a

u
x
 etudes historiques, Paris, 

1898. 

(~
) 
S
A
M
A
R
A
N
 (Charles :

 1879-
). 
L'Histoire et 

ses metho-

des, 
pub!. 
sous 
la 
direction 

de 
Charles 
S
A
M
A
R
A
N
 

Paris, 
1961 
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t. 
X
I
〕．
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8
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ミ
ら

司
斗
ー
ミ
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認
Q
黒...）°
Cartulaire 

de 
l’abbaye 
de Saint-

PE're 
de Chartres, 1840, 

2
 vol. 
;
 -Cartulaire de l’abbaye 

de 
Saint-Bertin, 

1840, 
1
 vol.
；
一
Cα
rtulaire
de l' eglise 
，
 

N
o
t
r
e
-
D
a
m
e
 
de 
Paris, 
1850, 
4
 vol. 
(pub!. 
par 
GUE・ 
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2
 vol. 
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U
E
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D
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A
R
I
O
N
 et 
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L
E
)
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S
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Bibliographie 

generale 
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ou relatifs 

ii 
l’histoire 
de France, 

Paris, 
1903. 
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paleographique, ed. p
o
u
r
 la 
Societe de l'Ecole 

des Char-

tes, 
Paris, 
1887，
区
栴
;i;;三
（
苫
）
（
出
）
翰
疑
。

(~
) 
O
M
O
 N
T
 (Her
凶
：
1857-1940).

Reproductions de 
m
a
n
u
-

scrits 
et miniatures 

de 
la 
Bibliotheque nationale, Paris, 

1901-
;
 -Listes 
des 
recueils 

de 
Jae-similes 

et 
des 

reproductions de manuscrits 
conserves

占
la
Bibliotheque 

nationale, 
Paris, 
1903. 
etc. 

（詔）
P
R
O
U
 
(
M
a
u
r
i
c
e
 :
 1861-1930). M

a
n
u
e
l
 de paleographie 

latine 
et 
franr;aise 

d
u
 
Vi' a
u
 

X
V

II• siecle, 
suivi d
’u
n
 

dictionnaire 
des 
abreviations, 

avec 
23 
Jae-similes 

en 

phOtOtJ
少
，；e,
Paris, 1890 ;

 
-
M
a
n
u
e
l
 de paleographie. Recu-

eil 
de f
 ac-similes d

’
ecritures 
d
u
 XIJe a
u
 

X
V

II• 
siecle 

(manuscrits latins etfranr;ais), accompagnes de transcrip-

tions, 
Paris, 
1892 ;
 ~N

ouveau recueil de Jae-similes d
u
 

XII' 
a
u
 
X
V
I
I
'
 
siecle 
(manuscrits latins 

et 
franr;ais), 

accompagnes 
de 
transcriptions, 

Paris, 
1896
；
一
M
a
n
u
e
l

I-¥ 
n
ー
ミ
・
？
ト
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之
、
十
ミ
ム
8
{
1民
援
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終
）

de pa/eographie. Recueil defac-similes d'ecritures d
u
 v• 

a
u
 

X
V

II• 
siecle 
(manuscrits Latin, fran<;ais 

et proven-

r;aux), 
acco
岬
agnes
de transcr伊

tions,
Paris, 
1904. 
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 vol. 
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Albertini. 
Actes 
prives 
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vandale 
(Fin d
u
 V
e
m
e
 siecle), 

Paris, 
1952 
（“
Pub. d
u
 

G
o
u
v
e
r
n
e
m
臼
t
G
e
n
e
r
a
l
 de 
1' Algerie, 

Service d
告
S
A
1
ト

tiquitesつ，
avec
a
l
b
u
m
 de 
X
L
 VIII 
pl. 

11] 
1
 



I-¥ 
n
ー
ミ
・
iト
・
ふ
＋
ミ
ム
Q
事時
t',$
（縫）

〈ミ
i)
需王将
;j;j;I
（詔〕。

(~
) 
Q
U
I
C
H
E
R
A
T
 
(Jules: 1814-1882

）
.
料
..¥j...）いや何者ト栴－＼）

...）い尽必
4ヰ
ド
ニ
ト
(l
C属当事
;i;!a

（
~
）
〕
。
D
e
la formation/ran

喝

c;aise 
des anciens n

o
m
s
 d
e
 lieu :
 traite pratique suivi de 

remarques sur les 
n
o
m
s
 de lieu fournis p

a
r
 divers docu-

ments, 
Paris, 
1867 ;
 -P
r
o
c
e
s
 
d
e
 
condamnation 

et 
de 

rehabilitation 
de Jeanne d

’Arc, 
dite la 
Pucelle, 
publies 

p
o
u
r
 la premierefois d'apres les 

manuscrits de la 
Biblio

司

th抑
，e
nationale, 

suivis 
de tousles documents historiques 

qu’on 
a
 pu
 reunir et 

accompagnes de notes, Paris, 1841-

1849, 
5
 vol. 
(Coll. de la Societe de l'histoire de France). 

etc. 

（苓）
G
U
E
S
S
A
R
D
 (
F
r
a
n
宇
is
:
 1814-1882). G

r
a
m
m
a
i
r
e
s
 proven-

c;ales de H
u
g
u
e
s
 Faidit et de R

a
y
m
o
n
d
 Vidal, Paris 1839; 

-
L
e
 ministere d

u
 si
告ge
d
’
Orleans, 1862 (Doc. inedit.) 

;
 

-
A
n
c
i
e
n
s
 poetes 
de 
la 
France, 
Paris, 
1859-1870, 

10 

vol. 
督'F8
！
葉
稿
。

(~
) 
M
O
N
T
A
I
G
L
O
N
 
(Anatole 

de 
C
o
u
r
d
e
 
d
e
:
 1824-1895). 

Recueil 
general 
et 
complet 
des 
fabliaux des X

III• 
et 

X
IV

• siecles, 
imprimes o

u
 inedits, 
publies avec notes et 

variantes 
d'apres 
les 
manuscrits, 

Paris, 
1872-1890, 

6
 

vol. 

(~
) 
M
E
Y
E
R
 (Paul: 1840-1917〕.

,¥t¥
榊
0
Etudes sur la chanson 

d
e
 Girard de Roussillon, 

1861 ;
 -E
t
u
d
e
s
 sur les auteurs 

de la 
chanson de la 

Croisade contre les Albigeois, 
1865 ;
 

¥Iii 
I
 

-
R
e
c
h
e
r
c
h
e
s
 sur 
l'epopee 
Jranr;aise, 

1867
；ー
L
e
s
der-

niers troubadours de la Provence, 1869-1870
；ー
Lapoesie

lyrique des peuples romans, 1876 ;
 -A
l
e
x
a
n
d
r
e
 le G
r
a
n
d
 

dans la litteraturefranc;aise d
u
 m
o
y
e
n
 age, 1886, 

2
 vol. 
;
 

-
R
a
p
p
o
r
t
s
 
de la poesie 

des 
trouveres 

avec 
celle 
des 

troubadours, 1890.々
Q
さき
Societe de 1’histoire de F

r
a
n
c
e
 

(
L
a
 
Chanson 

de 
la 
Croisade 

albigeoise, 
1875-1879 ;

 

l’＇Histoire 
de Guillaume le 

Marechal, 1891) 
fJ.. 
Societe 

des 
anciens 
textes 
fran
宇
ais
(Brun de 

la 
Montaigne, 

1875 ;
 Daurel et 

Breton, 
1880）＇同

'6
A
n
c
i
e
n
s
 po
色tes
de 

la 
France 
(Aye d
’Avignon, 1861 ;

 Gui de Nanteuil, 1861) 

紗
hl
小
、
『
〈
ム
G
I-¥ 
Tト
T
,;, 
rn
入
時
心
。

(;;;) 
P
A
R
I
S
 (Gaston :

 1830-1903). Histoire poetique de Char-

lemagne, 
1865
；
一
1vfanuel
d'ancien 
Jranc;ais. 

L
a
 
lit-

terature 
fran<;aise 

a
u
 
m
o
y
e
n
 
age 

(X
I•-X

JV
• 
siecle), 

Paris, 
1888 ;
 -Esquisse historiψ

e
 de la litterature /ran-

c;aise 
a
u
 
m
o
y
e
n
 age 
(depuis les 

origines 
jusqu'ii 
la 
fin 

d
u
 xv• siecle), 

1907.
諜
i者
機
；
滋
総
吋
J
γ
L
a
poesie 
d
u
 

m
o
y
e
n
 age, 
2
 vol., t. 
I. 
5e 
ed., 
1903, 
t. 
II, 
3e ed., 
1906. 

3五
時
時
。

(~
) 
Romania, 

R
e
v
u
e
 trimestrielle 

consacree a
 l'etude 
des 

langues 
et 
litteratures 

romanes, Paris, 
depuis 
1872. 

(~
) 
は
百
十
民
約

1~
j:j::~ヒ

。
1
・
向
く
g)~C:突当時

Johnson 
Reprint 

Corporation, 
N
e
w
 Y
o
r
k
 hl
ト
.J'

~
·
 .... ＝
入
ム
-l{<lf!三Lご
"ti-。

（自）
G
A
U
T
I
E
R
 
(
L
e
o
n
 :
 1832-1897). Les epopees Jranc;aises, 



1865-1868, 
3
 vol, 
2e 
ed., 
1878 
1897, 
5
 vol. ;
 -Biblio-

（自）
T
E
S
S
I
E
R
 
(George), 

Diplomatique 
royale 
franfaise, 

graphie des chansons de geste, 
1897, 
etc. 

Paris, 
1962. 

(1jj) 
T
H
O
M
A
S
 (Antoine: 1857-1935). 

A
.
 T
h
o
m
a
s
,
 A
.
 Dar-

（呂）
D
E
L
I
S
L
E
 
(L.), 
M
.伽
oire
sur les 
actes 
d
’Innocent 

Ill, 

mesteter et 
A
.
 Hatzfeld, Dictionnaire general de la Zan-

dans Bibliotheque de l’Ecole des 
Chartes, 

X
I
X
 (1858), 

gue franfaise, 
1889-1900. 

pp. 
1-73; -Lettres inedites d

’Innocent III, 
id., 
X
X
X
I
V
 

（岱〕
J
E
A
N
R
O
Y
,
(Alfred〕，

Bibliographie
sommaire des chan-

(1873), 
pp. 
397-419 ;

 Les 
registres 

d
’Innocent 

III, 
id., 

sonniers proveni;aux (manuscrits et editions), Paris, 1916; 
X
L
I
V
 (1885), 
pp. 
84-94. 

-Bibliographie 
sommaire 

des 
chansonniers 

fram;ais 
(fr;) 
B
E
R
G
E
R
〔Elie
:
 1850-1925), 

Registres 
d
’Innocent IV, 

d
u
 m
o
y
e
n
 age 
(maunscrits et 

editions), 
Paris, 
1918. 
笥

dans la 
Bibliotheque 

des Ecoles franr;aises 
d
’Athenes et 

斗
定
兵
...,:i
(
 L
e
s
 Classiques frans;ais 

d
u
 m
o
y
e
n
 il.ge, 
2e 

de R
o
m
e
,
 serie 
II, 
4
 vol., 
1884-1921. 

Serie:} 
~
磁
器
言
。
L
a
poesie lyrique 

des troubadours, 
t. 
I, 
（思）
B
O
U
T
A
R
I
C
 (
E
d
g
a
r
d
:
 1829-1877) :

 Actes 
de Parlement 

Histoire 
externe, 
t. 
II, 
Historie interne, Toulouse, 1935, 

de Paris, 
Paris, 
1863-1867, 

2
 vol. (Collection des Inven-

2
 vol. ;
 -Histoire sommaire de la 

poesie 
occitane des 

taires 
et 
Documents) ;

 -S
a
i
n
t
 
Louis 
et 
Alphonse 

de 

origines 
ii 
la fin 
d
u
 XV//Ie siecle, 

Toulouse, 1945.
邑tc.

Poitiers, 
Paris, 
1870. 

L
e
s
 Classiques frans;ais 

a
u
 m
o
y
e
n
 il.ge
戦制
ml:.!
小
、
κ
ι
（呂）

判
旬
報
提
Q
摂

-R
印

...,J（
＇
附
Q
｛？＜綿子J~Kpo

fj＞ト，..）~
J
，
選
定
議

Ql-l Iト
T
ふ
m
入
(Jongleurs 

et 
troubadours 

gascons des 
-R
肉
4
!
0
 O
r
d
o
n
n
a
n
c
e
s
 ~

' 
Philippe A

u
g
u
s
t
e
 G
辺
語
以
ね

X
II• et X

III• siecles, 1923 ;
 -L
e
s
 chansons de Guillaume 

d
之
さ
ニ
ヘ

）＊，＇，_D~
兵
主
主
ニ
。
(
O
r
d
o
n
n
a
n
c
e
)
 

8-fP-;!特
~
~
い
J

IX, 
due d
’Aquitaine 

(1071 
1127), 
2e 
ed. 
et 
revue, 1964, 

...,:ig::逗
~
：
巴
之
さ
ニ
為

F
,
V
Q
浪
士
夫
~
(
U
n
i
v
e
r
s
i
s
 
presentes 

etc.) 
~.s;;、。

litteras 
inspecturis} 

~
＇
宗
宍
~
，
終
《
~
~
的
。
ト
、
入
ぶ
h

（巴）
G
I
R
Y
 
(
A
r
t
h
u
r
:
 1848-1899

〕，
M
a
n
u
e
l
de 
diplomati

伊
e,

入
・
斗

~)1--4
上a!.rく

t(l..lJ'
edits 
g
e
n
e
r
a
山
)l
＿）
γ
器
誌
や
会

Paris, 
1893, 
n
o
u
v
e
a
u
 tirage, Par九

1925.
B
u
r
t
 Franklin, 

Q
割（

I'~
霊
長
草
う
キJ
4
(
'
1
4
Q
仰
記

1"'0
~
＋
二
上

a!.：＼：！吋
P
€
W
4
0
ド

N
e
w
 Y
o
r
k
 Q

ふ
＂I'\＝

入
ム
~
心
（

Bibliographic
a
n
d
 Refe-

O
r
d
o
n
n
a
n
c
e
 

..lJ皆
~-Iミ

剖
1J11rr小

湿
器
包
ね
欄
掛
~
’
時
同
J
将
兵

F

rence 
Series
，普
85.)0

~
0

 
(Tessier, op. 

cit., 
pp. 
259-260.) 

（苫）
D
E
L
I
S
L
E
,
 
Catalogue 

des 
acres 
de 
Philippe 
Auguste, 

(
8
)
 
{
m
a
n
d
e
m
e
n
t
)
 
*1-XQ!iiilli
限
設
閉
経
｛
m
a
n
d
a
m
u
s
)
¥tJ
議

Paris, 
1856. 

~
抑
制
（

115)'
（
包
）
総
監
。

制
t(lQ

~
 f
j
 Q
明
主
主
将

r-0。
ぼ
,
g
m
i
書
類
史
附
~
望
感
瓢
Q

’
4く
ぬ
ま
話

1-ln
ー
ミ
・
iト
・
ふ
牛
込
ム
Q
章
者
縫
（
緩
）
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i, 
n
ー
ミ
・
1ト
・
ふ
キ
ミ
ム
G
事者記長（提言）

ヨ主
I
-
H
Q
~

＂－＜
（
三
三
吋
当
Balli
vo Bituricensi

をIF)
V
短絡）.，！

f'¥ II'入
K
同
g
Q
.
.
9
Q
与ミキ令、'V

』
当
時
。
毛
主
主
主
~
君
事

l以
8:!lt-凶

暴
時

l殴
ニ
’

*
'
8
いき票以護~！；；＇＞

Im'l(d同
〈
長
’
吋
重
要
印
認
J
ν

権塁手記~~.；：き....）
'
 

P
ν
Q
W
ミ主
bl
@--l(ol:i;:私

的
（
Lettres
scellees
・・・sur
simple 

q
u
e
u
e
）
。
霊
長
午
竺
1
i議
lヒ主話＜？＜＇＇－
8
毛主’
Tessier
ミ
ミ
艇
や
tl'-0
央
j

tJ 1'0hL
ム五~：！！＇
Lettres 
de 
gnice, 
lettres 
de justice, 

let-

tres 
k
五
nances,
lettres 
de 

s
a
n
g
貯
設

~l'-00
や＜
m
欄

(sceau) 
'l(d1宇
和
時
神
鐙
II@'ゐ
P
時
J
Q
霊童
5:r,/:<J..90
ド’
tJ
Q
 litlQ 

K
相
応
｝
烈
lヒ
私
的

tJ...IJ－，，）~l'-0。
（
Tessier,
op. 
cit., 
p. 
2
4
4
 et 

suiv.) 

(16) 
C
O
V
I
L
L
E
 
(Alfred :

 1860-1942), 
Les 
£tats 
de 
Nor-

mandie, 
leurs 
origines et 

leur 
developpement a

u
 X
I
V
<
 

siecle, 
Paris, 
1894. 

（包）
A
U
B
E
R
T
 
(Felix), 
Histoire 
d
u
 Parlement de Paris, 

t. 

I, 
Paris, 
1894 ;
 -Nouvelles recherches sur le 

Parlement 

de Paris, N
.
 R. H
.
 D., 
X
L
,
 1916. 

〔包〕
V
A
L
O
I
S
(
N
o
邑
l
:
 1885-1915), 

L
e
 
Conseil 
d
u
 
roi 
a
u
x
 

XIV<, X
V

• et 
X

V
I• siecles, 

Paris, 1
8
8
8
;
 F
r
a
g
m
e
n
t
 d
’un 

registre 
d
u
 G
r
a
n
d
 
Conseil de 

Charles 
VII 
(mars-juin, 

1455), 
dans Annuaire-Bulletin de la Societe de l’＇Histoire 

de France, 
1882 et 
1883 ;
 -L
e
 Conseil d

u
 roi 
pendant 

la premiere 
annee d
u
 
regne de 

Charles 
VIII, 
dans 
B. 

E
.
 C., 
X
L
I
I
I
 
(1882), 
X
L
I
V
 (1883). 

（忍）
F
A
G
N
I
E
Z
 (
G
u
s
t
a
v
e
:
 1842-1927), Etudes sur l'industrie 

et 
sur la 
classe 
industriel!e

占
Paris
a
u
x
 X

III• et 
X

IV
• 

ill 
gr 

siecles, 
Paris, 
1877 
(B. E. H
.
 E., fasc. 33.) 

;
 -E
c
o
n
o
m
i
e
 

sociale de la 
France sous Henri IV, 

Paris, 
1897. 

（沼）
D
U
P
O
N
T
-
F
E
R
R
I
E
R
 
(
G
凶
ave
:
 1865 
1956), 
L
e
s
 
offi-

ciers 
royaux des 

bailliages 
et 
senechaussees et 

les 
in-

stitutions 
monarchiques 

locales en 
France 
ii 
la 
fin 
d
u
 

m
o
y
e
n
 
age, 
Paris, 
1902
〔B.
E. 
H
.
 E., 
fasc. 
145) ;
 -

Etudes 
sur !es 
institutions 

financieres de la 
France 
ii 

la fin d
u
 m
o
y
e
n
 age, Paris, 1930-1932, 2

 vol. 
;
 -
Nouvel-

les 
etudes 
sur les 
institutions financieres de la 

France, 

ii 
la 
fin 
d
u
 m
o
y
e
n
 age :
 les 
origines et le premier siecle 

de la Chall'.bre ou G
o
u
r
 des Aides de Paris, Paris, 1933 ;

 

-Nouvelles 
etudes 
sur 
les 
institutions 

jinancieres 
de 

la 
France 
ii 
la fin 
d
u
 
m
o
y
e
n
 age :
 Les 
origines 
et 
le 

premier 
siecle 
de la 
G
o
u
r
 d
u
 Tresor, 

Paris, 
1936 
(B. 

E. H
.
 E., 
fasc. 
266〕；
－
Gallia
Regia 
o
u
 etat 
des 
offi-

ciers royaux des baillages 
et 
des senechaussees de 1328 

ii 
1515, 
Paris, 
1942, 
3
 vol. 

〈呂）
L
O
T
 
(Ferdinand :

 1886-1952), 
F
A
 WT
I
E
R
 
(Robert :

 

1885-1966). 
~
~
必
時
甲
制

E主
主
総
童
話
~l'-0

筏
’
匡
終
判
〈
科
手
Q
古
妥
当
K

iifE
~

Q
..98

!:.!’ 
去三
8
1
1
0
設

~l'-0。
L
e
 premier 

budget 
de 

la 
monarchie franfaise, 

Paris, 
1932 
(B. E. 
H
.
 E., 
fasc. 

259) ;
 -Histoire 

des 
institutions franfaises au 

m
o
y
e
n
 

age, 
t. 
II, 
Institutions royales (Les droits d

u
 Roi exerces 

p
a
r
 le 
Roi
〕，
Paris,
1958. 

〈包）
R
O
Z
I主
R
E
(
T
h
o
m
a
s
-
L
o
u
i
s
-
M
a
r
i
e
-
E
u
g
e
n
e
de: 1820-1896): 



-
R
e
c
u
e
i
l
 
general 
des 
formu/es 

franques 
d
u
 v• 
a
u
 

de Gratien, 
Paris, 
1931-1932, 

2
 vol. 
;
 -L
e
s
 Collections 

X
• siecles, 

Paris, 
1859, 
3
 vol. 

canoniques 
attribuees 

ii. 
Yves de 
Chartres, 

dans B. E. 

〈包）
D
A
R
E
S
T
E
(
D
E
 L
A
 C
H
A
 V
 AN
N
E
,
 Rodolphe: 1824-1911

）
.
仁
，
L
V
I
I
 (1896), 
pp. 
645-698, 

L
V
I
I
I
 
(1897), pp. 26-77, 

総
~
~
.
.
.
）

1(1ミ
ヤ
ー
ふ
ト
史
民
む
お
－
X
Q
広
告
占
栴
弐

J...）ド健司平
~
1
宕

>(l
293 
326, 
410-444, 

624-676, 

3ミ’
c
o
u
t
u
m
i
e
r
ベ

J...）ド~＇
L
e
 grand coutumier de France, 

C苫）
L
U
C
E
 
(
S
i
m
e
o
n
:
 1833-1892). 

Histoire de 
Bertrand d

u
 

Nouvelle 
edition, 

ed. 
par 
Ed. 
L
A
B
O
U
L
A
 Y
E
 et 
R. 

Guesclin 
et 
de son 
epoque, 

2• 
ed., 
Paris, 
1882 ;
 L
a
 

D
A
R
E
S
T
E
,
 Paris, 
1869. 
誌
嶋
崎
。

France 
pendant la 

guerre de 
cent ans, 

episodes de la 

〈冨）
T
A
R
D
I
F
 (Adolphe), T

A
R
D
I
F
 (Jules: 1827-1882

〕.
1当

vie
privee 
du X
J
V
e
 a
u
 X
V
J
e
 siecles, 
Paris, 
1890-1894, 

当
早
~
~
 M
o
n
u
m
e
n
t
s
 historiψ

es, 
cartons 
des 
rois, Paris, 

2
 vol. ;
 -Histoire de la Jae

似
erie,
d
’apres des documents 

1866 
(Coll. 
lnventaires et 

Documents). 
i常
設
~>(l

る
＇
E[ 

inedits, 
2° 
ed., 
Paris, 
1894. 
紗。
Froissart, 

Chrouiques. 

お
Q
《
寝
ベ

J...）い~＇
Privileges accordes ii. 

la 
couronne de 

Q
 l-¥ 
Iト＇＜＂
,¥ 
m
入
と
裂
辺
海
件
-
¥
m
>
(
l
4
l＇侭告さキ）

1"'0

France p
a
r
 le 
Saint-Siege (1224-1622), 

1855 (Coll. 
doc. 

(g2) 
M
O
L
I
N
I
E
R
 (
A
u
g
u
s
t
e
 :
 1851-1904). L

e
s
 Sources de l’his

司

inedit.）
設

~>(l0
toire 
de 
丹
ance,
des origines au.;r; 

guerres d'ltalie 
(1494), 

CR) 
T
A
R
D
I
F
 
(Joseph), 

Coutumiers de Normandie, R
o
u
e
n
 

Paris, 
1901-1904, 

5
 vol., 
t. 
VI, 
Table 
generale, 

par 

et 
Paris, 
1881-1903, 

2
 to
m
e
s
 en 3
 vol. 

Louis P
O
L
I
N
,
 Paris, 1906, 

.c, 
0r,
亡
、
入
ム
E:l<-=IW盟主主胡にモ！－

E:l

([:) 
V
I
O
L
L
E
T
 
(Paul

四M
a
r
i
e
:
 1840-1914). Histoire d

u
 droit 

{
B
0
 

civil franr;ais, 
Paris, 
1885, 

2• 
ed., 
1893, 
3° 
ed., 
1905. 

([2) 
Q
U
I
C
H
E
R
A
T
,
 M
e
l
a
n
g
e
 
d'archeologie 

et 
d
’histoire, 

t. 

（民）
G
R
A
N
D
 (
R
o
g
e
r
:
 1874 

), 
et 
D
E
L
A
T
O
U
C
H
E
 (
R
a
y
-

II, 
Archeologie d

u
 m
o
y
e
n
 age, publ. par R. de Lasteyrie, 

m
o
n
d
)
,
 L
’Agriculture a

u
 m
o
y
e
n
 age, de la fin de l'empire 

Paris, 1886; -
D
e
 l'ogive et de l’architecture dite ogivale, 

romain a
u
 X

IV
• siecle 
(
L’Agriculture ii. 

travers les 
ages, 

d
a
n
s
 R
e
v
u
e
 archeologique, VII, 1850 ;

 -D
e
 l’architecture 

Coll. 
fondee p
a
r
 E
m
i
l
e
 Savoy, t. 

III), 
Paris, 
1950. 

romane, id., 
VIII-XI, 

1851-1854.
信
栴
柑
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~
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倫
理
至
。

(g?) 
F
O
U
R
N
I
E
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 (Paul: 1853 

1935). Les Officialites a
u
 m
o
y四
位
）
L
A
S
T
E
Y
R
I
E
 (
D
U
 S
A
I
L
L
A
N
T
,
 Robert d
e
:
 1849-1921), 

。
ge,
Paris, 
1880 ;
 -E
t
u
d
e
s
 sur /es 
fausses 
Decretales, 

L
’Architecture 

religieuse 
en France ii. 

l'epoque romane, 

Louvain, 
1907 ;
 -Histoire 

des 
collections 

canoniques 
ses 
origines, 

son 
developpement, 

Paris, 
1912, 
2° 
ed. 

en Occident depuis /es fausses Decretales jusqu’a
u
 Decret 

revue 
et 
a
u
g
m
e
n
t
e
e
 
par 
M
.
 Aubert, Paris, 

1929 ;
 -
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n
ー
ミ
・
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・
ふ
今
ミ
ム
Q
事
実
縫
（
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ミ
ム
Q
糾
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111-1く

L
’Architecture religieuse 

en France a
 l'epoque 
gothique, 

X
I• 
et 
a
u
 

X
II• 
siecle, 
Paris, 
1894-1896, 

2
 vol. 
etc. 

o
u
v
r
a
g
e
 p
o
s
t
h
u
m
e
 publie 
par les 
soins 
de 
M
.
 Aubert, 

(Petites 
m
o
n
o
g
r
a
p
h
i
e
s
 
des 
grandes 

edifices 
de 
la 

Paris, 
1926-1927, 

2
 vol. 

F
r
a
n
c
e
｝
紺
抑
Q
恵
袋
栴
。

(~
) 
B
R
U
T
A
L
I
S
 (Jean-Auguste: 1859-1926), L

’Archeologie 
Coti) 
A
U
B
E
R
T
 (Marcel, 

1884－〕，
N
o
t
r
e
-
D
a
m
e
de 
Paris, 
sa 

d
u
 m
o
y
e
n
 age et 
ses 
methodes, 

Etudes critiques, 
Paris, 

place dans l'histoire 
de l’architecture d

u
 X

II• a
u
 X

IV
• 

1900 ;
 -Precis 
d'archeologie d

u
 m
o
y
e
n
 age, 
Toulouse, 

siecles, 
Paris, 1920 ;

 -A
U
B
E
R
T
 et M
a
r
q
u
i
s
e
 de M
A
I
L
-

，， 
1908, 2• 
ed., 
1924 ;
 -L
a
 Geographie monumentale de la 

L
E
,
 L
’Architecture cistercienne 

en 
France, 
Paris, 
1942, 

F
ト・ance
a
u
x
 epoques r

o
m
a
n
e
 et 
gothique, 

Paris, 
1923. 

2
 vol. 
etc. 

(g?) 
E
N
L
A
R
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n
u
e
l
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e
r
o
v
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n
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i
e
n
}
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に、

一
九
四
一
年
に
は
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
私
法
教
会
法
史
の

一
九
六
六
年
に
退
官
さ
れ
た
が
、
前
者
の
席
に
は
現
在
も
留
ま
っ
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
間
一
九

教
技
に
就
任
さ
れ
た
。
後
者
は
、

三
九
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
、
戦
争
の
最
中
を
、
日
仏
会
館
長
と
し
て
滞
日
さ
れ
、
そ
の
聞
の
蓄
積
が
、
そ
の
後
多
数
の
日
本
中
世
史
及
び

日
本
中
世
法
制
史
の
研
究
を
生
み
続
け
て
い
る
。

訳
者
は
、
一
九
五
九
年
十
月
か
ら
一
九
六
二
年
一
月
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
、
上
記
二
学
校
で
教
授
に
師
事
し
た
。
そ

の
聞
の
最
大
の
収
獲
は
、
正
し
く
本
講
演
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
如
き
方
法
（

ghxvo骨
白
）
の
発
見
と
体
得
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
不
幸
に
し
て
こ
の
講
演
は
、
一
九
六
六
年
九
月
二
十
二
日
に
京
都
大
学
に
お
い
て
そ
の
概
略
が
行
な
わ
れ
た
他
、
そ
の
機
会
を
得
な
か
っ

た
が
、
訳
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
は
げ
ま
し
は
な
か
っ
た
。
教
授
自
身
も
こ
の
講
演
を
最
も
意
に
か
け
ら
れ
、
来
日
直
前
の
訳
者
宛
の
私

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ャ
ル
ト
の
方
法
を
日
本
に
紹
介
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
回
の
来
日
の
最
大
の
寄
与
で
あ
ろ
う
と

信
（
七
月
二
日
付
）
で
も
、

の
意
を
も
ら
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
四
回
目
の
来
日
に
際
し
て
の
教
授
の
祈
願
を
、
拙
な
い
訳
で
、
こ
こ
に
代
っ
て
呆
し
得
る
こ

と
は
、
訳
者
の
名
誉
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
こ
の
講
演
は
、
我
が
国
で
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
ブ
ラ
シ
ス
史
学
史
の

一
面
を
、
鮮
明
に
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。
そ
の
興
味
の
故
に
、
訳
者
の
一
存
で
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
註
を
付
し
た
。
こ
の
註
が
、
本
文
の
真

意
と
興
趣
と
を
そ
こ
な
わ
な
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ジ
ュ
オ
シ
・
デ
・
ロ
シ
グ
レ
教
授
は
、
九
州
大
学
を
中
心
に
、
各
地
で
講
演
講
義
を
行
な
わ
れ
、
そ
の
一
部
は
す
で
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
（
「
証

拠
」
野
田
良
之
教
授
訳
、
法
学
協
会
雑
誌
、
八
四
ノ
二
）
。
九
州
大
学
か
ら
は
、
十
月
二
十
五
日
付
で
名
誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

と
な
ら
ん
で
、
教
授
の
各
地
で
の
研
究
活
動
は
疲
れ
を
知
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
各
地
で
数
々
の
便
宜
を
お
与
え
い
た
だ
い
た
。

訳
者
に
と
っ
て
は
、
恩
師
に
学
恩
の
万
分
の
一
を
報
ず
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
文
部
省
文
化
局
国
際
文
化
課
の
各
位
に
、
又
そ
の
間
各
種

の
便
宜
を
お
与
え
下
さ
っ
た
京
都
大
学
、
天
理
大
学
、
東
京
大
学
、
長
崎
大
学
、
熊
本
大
学
、
鹿
児
島
大
学
、
史
学
会
、
九
州
フ
ラ
シ
ス
文
学

会
等
の
各
位
に
、
こ
の
機
会
に
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
の
業
絞
（
森
）
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L'OEUVRE DE L'ÉCOLE DES CHARTES 
par 

F. JOÜON DES LONGRAIS 
Directeur à l'École des Hautes Études de la Sorbonne 

Professeur Honoraire à l'École des Chartes 
Archiviste Paléographe 

Traduit en Japonais et annoté 

par Hiroshi MORI 

Traduction japonaise d'un des manuscrits de conférence préparés 

par M. F. Joüon des Longrais à l'occasion de sa visite au Japon. 

Il a été invité, du pr septembre au 15 novembre, 1966, à l'Uni· 

versité de Kyushu d'après le projet du Ministère de l'Éducation 

Nationale d'Échange des Professeurs étrangers pour faire des 

activités éducationnelle et scientifique. Pour marquer la réussite 

de ses activités, le Conseil administratif de l'Université de Kyushu 

lui octroya, le 25 octobre, le Doctorat honoris causa de ladite 

Université. 

Le manuscrit, dont le résumé a été exposé au cours d'une con· 

férence donnée le 22 septembre, à l'Université de Kyôto, contient 

l'histoire, la méthode et l'oeuvre de l'École Nationale des Chartes. 
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